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議案第 １ 号 

 

令和５年度野田市教育委員会重点施策の策定について 

 

令和５年度野田市教育委員会重点施策を次のように定める。 

 

 令和５年３月２９日提出 

 

             野田市教育委員会教育長  染 谷  篤 
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令和５年度野田市教育委員会重点施策 

 

◎教育総務課 
 重点目標 

（１）教育委員会の活性化 

（２）学校施設・設備の充実 

具体的施策 

（１）教育委員会の活性化 

①教育委員会会議活性化の検討 

・教育委員会会議を活性化するための取組を行う。 

②勉強会の開催、研修会への参加 

・テーマに沿った勉強会を開催し、また各種研修会へ参加することにより、教育委

員としての見識を高める。 

③教育機関の視察 

・教育機関の視察を行い、学校現場の様子や課題等を把握することにより、教育委

員としての見聞を広める。 

（２）学校施設・設備の充実 

   ①学校施設のトイレ改修工事の実施 

   ・小中学校のトイレの洋式化については、児童生徒用トイレの洋式化率 100％を目

指し、計画的に行う。【令和６年度までに全小学校、令和８年度までに全中学校

終了予定】 

   ②学校施設改修工事等の実施 

   ・学校からの要望、保守点検の結果等を受け、早急な対応が必要な学校施設・設備

の改修工事を行い、長寿命化を図る。 

・障がいのある児童生徒に対応するため各小中学校と個別に協議を行い、学校生活

に支障がないよう改修を行う。 
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◎生涯学習課 

重点目標 

（１）生涯学習の充実 

（２）鈴木貫太郎記念館の再建への取組 

（３）史跡や文化財の保存と活用 

（４）伝統文化の継承 

（５）文化の発信と振興 

（６）生物多様性自然再生の取組 

（７）家庭教育学級の充実 

（８）学校・家庭・地域連携協力推進事業の取組 

（９）いじめ・虐待防止対策の推進 

（10）生涯学習施設・設備の充実 

具体的施策 

（１）生涯学習の充実 

①生涯学習相談への対応 

・多様化する市民の学習意欲に応えるため、生涯学習課及び各公民館で学習情報やグ

ループサークル情報を提供し、市民の学習機会の充実を図るとともに、生涯学習を

推進する。 

②学校支援ボランティア養成講座の開設 

・生涯学習振興の一環として、また、学校支援地域本部事業推進のため、地域の人材

が持つ知識や技術を学校・地域に還元してもらえるようボランティア養成講座を開

設し、地域活動への参加を促す。 

③高齢者向けスマホの使い方講座の開催 

・高齢者のスマートフォンを利用した情報の収集及び伝達の手段の拡充を図るため、

十分に使い方がわからない、65 歳以上の市民に対し、スマートフォンの使い方の

講座を開催する。 

④市民提案による中央公民館事業の実施 

・個人が持つ知識や経験を生かし、その知識等に興味を示す市民への還元のため、公

民館で実施する講座や催しに対しての企画を提案していただき、公民館とともに地

域の活性化と地域で活動する団体の育成を図る。 

（２）鈴木貫太郎記念館の再建への取組 

①鈴木貫太郎記念館の再建に向けた検討 

・臨時休館中の鈴木貫太郎記念館の再建について、記念館建設準備委員会を開催し基

本構想を計画するとともに、建設資金の財源確保のため、企業や団体等への働きか 
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けや、様々な方法を活用し寄附を募るよう取組。 

②現鈴木貫太郎記念館の所蔵資料の修復 

・鈴木貫太郎記念館の資料は、長年の展示などにより経年劣化が見られることから、

計画的に資料修繕を実施する。 

（３）史跡や文化財の保存と活用 

①文化財出前授業の実施 

・小学生を対象に、野田市の歴史について講義と体験を通して学ぶ機会としての出前

授業を実施し、文化財についての正しい理解を深めるとともに、文化財への興味・

関心を高める。 

②文化財保存活用地域計画の作成 

・文化財保護法の改正（Ｈ31 年４月）に伴い、地域における文化財の計画的な保存

・活用の推進等の指針とするため、「野田市文化財保存活用地域計画」を作成する。 

（４）伝統文化の継承 

①民俗芸能のつどいの開催 

・市内に伝わる民俗芸能の保存、後継者の育成及び公開のため、「野田市民俗芸能の

つどい」を開催する。 

（５）文化の発信と振興 

①文化祭などの事業実施の推進 

・野田市、野田市教育委員会及び野田市文化団体協議会の共催とし、実行委員会を組

織して文化祭を開催することにより、市民の文化・芸術活動を奨励するとともに生

涯学習の推進を図る。 

②絵画展示事業の実施 

・市民が芸術に触れ合い情操を豊かにすることを目的に、野田美術会会員の優れた作

品を市役所エレベータホール及び展望ロビーに展示する。また、市内小中学生のこ

ども県展優秀作品を「子ども美術展」として中央公民館等に展示する。 

（６）生物多様性自然再生の取組 

①公民館及び生涯学習センターにおける環境教育学習の推進 

・公民館及び生涯学習センターにおいて、児童生徒が自然と関わり、生き物とのつな

がりを意識し、生き物に積極的に関わっていくことができるようになることを目指

し、江川地区でのフィールドワークや環境教育講座を実施する。 

（７）家庭教育学級の充実 

①公民館における連続講座の開設 

・保護者が、子供の心身の発達や子供たちを取り巻く様々な問題を理解し、家庭教育

の必要性と親子の関わり方を学ぶ機会として、公民館において連続講座を実施する。  
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②学校での出前講座の開催 

・家庭教育学級参加の機会を拡大するため、就学時健康診断や入学説明会などの機会

をとらえ、学校会場で講座を実施する。 

（８）学校・家庭・地域連携協力推進事業の取組 

  ①関係課と連携した訪問型も含めた家庭教育支援事業の実施 

  ・県の補助事業「家庭教育支援チーム設置推進事業」を導入し、子育て中の親子の居

場所づくりを提供する「みんなのすくすくひろば」や、児童と保護者を対象とした

事業で親子参加型講座を開設し、親子のふれあいや絆を深め、他の親子と交流を図

る。 

また、家庭教育の充実を目的に、公民館における連続講座及び学校での出前講座

として家庭教育学級を実施するとともに、福祉や学校教育の関係機関と協力しなが

ら、孤立しがちな親や困難を抱える親とつながり、家庭教育支援事業の情報を提供

していく家庭教育相談を実施する。 

   ②子ども未来教室の開設 

   ・基礎学力の向上や学習習慣の定着、学習に対する興味関心を高めるため、市内公立

中学生に英語と数学を中心に学習支援を行う。さらに、授業への理解の差が目立っ

てくる小学校３年生も対象に国語と算数の学習支援を行う。 

（９）いじめ・虐待防止対策の推進 

①公民館長と地域の方々との懇談会の開催 

・児童虐待事件に係る再発防止策の一つとして、虐待情報を積極的に収集するため、

各地区の公民館長が地域の自治会長等と懇談会を開催する。 

②公民館講座等における虐待防止の啓発 

・子育て中の孤独感を払拭し、子育ての悩みや疑問、不安の解消を図るとともに、家

庭教育の必要性と親子の関わり方を学ぶ機会として、家庭教育学級の公民館におけ

る連続講座及び学校での出前講座を実施するほか、子育て中の親子の居場所づくり

を提供する「みんなのすくすくひろば」を公民館で開設する。 

（10）生涯学習施設・設備の充実 

  ①野田市社会教育施設等長寿命化計画に基づく施設の機能維持等の実施 

・野田市社会教育施設等長寿命化計画に基づき、施設の機能維持等を行うため、文化

会館、欅のホール及び公民館等を長期間の使用ができるよう、施設や設備の法定点

検、定期点検、日常点検を徹底し、修繕が必要なものについては、迅速に対応する。 
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◎青少年課 

 重点目標 

（１）青少年の健全育成活動の推進 

（２）青少年の非行・被害防止 

（３）地域との連携の推進 

具体的施策 

（１）青少年の健全育成活動の推進 

①青少年育成活動の継続実施及び市民への周知 

・次世代を担う子供たちが健やかに成長するよう、青少年健全育成団体と協力しな

がら、各種イベントを実施するとともに、市民への周知を図る。 

②青少年健全育成団体との連携及び支援 

・青少年の健全育成に携わる団体が、その活動をスムーズに展開できるよう補助金

を交付するほか、活動場所の提供、活動支援を行う。 

③青少年健全育成団体間での情報交換の促進 

・中学校区内の育成団体等が情報交換や各団体の事業調整、連携が図られるよう地

区別懇談会を開催する。 

（２）青少年の非行・被害防止 

①街頭補導の実施 

・安全安心な社会環境実現のため、青少年センターの社会教育指導員及び青少年補

導員らにより、子供たちの見守りパトロールを行う。合同街頭補導を始め市内で

実施されるイベントや県下一斉に実施する街頭補導において、「愛のひとこえ」

を掛けながら、非行防止・健全育成や不審者対策等に努める。 

②子ども安全情報のメール配信及び登録者の加入促進 

・不審者から子供たちを守るため、学校や保護者からの不審者情報をメール配信し

て共有し、家庭・地域・学校が連携して児童生徒を犯罪から守る。 

③情報モラルに関する啓発活動の強化 

・子供たちがインターネットやスマートフォンを安全に正しく使うための講習会を

開催し、フィルタリング等による監視・制限を行うことでネット利用環境を整え、

安全に利用するための危機管理意識を高める。 

（３）地域との連携の推進 

①オープンサタデークラブの充実 

・学校が休業日となる第１、第３土曜日に地域の教育力を活用した課外活動を行う

ことにより、子供たちに体験を通じて「豊かな人間性の育成とともに規範意識を

育む」場を創出する。  
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②地域における健全育成活動の推進 

・挨拶を地域全体に広め、明るく健全な地域社会になるよう、地区別懇談会やあお

い空運動との協働により、地域住民の絆を深め、地域全体で子供たちの成長を支

える。 

③いじめ・虐待を見過ごさない地域社会づくりの推進 

・児童虐待を見過ごさず、地域全体で子供を見守る社会環境を整え、早期発見、早

期対処につなげる。 
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◎興風図書館 

 重点目標 

（１）図書館機能の充実 

（２）生物多様性自然再生の取組 

 具体的施策 

（１）図書館機能の充実 

①図書館資料及び設備の充実 

・生涯にわたる学習意欲を高めるための礎となるよう、図書館資料及び設備の充実

を図る。 

②情報提供機能の充実 

・レファレンスサービスやインターネットを利用したパソコンや携帯電話からの図

書館資料の検索や予約サービスの充実を図る。 

③読書普及活動の推進 

・図書館講座やブックスタート事業等の読書普及活動を実施して図書館利用の促進

を図る。 

④学校（図書館）と連携した読書活動の推進 

・学校からの要請に基づいて興風図書館の司書が学校へ出向き、学校職員や学校図

書館のボランティアへの指導・助言を行うほか、要請の有無に関わらず、指導課

と協力して学校現場の状況を確認し、読書推進の前提となる適切な蔵書管理への

助言などの支援を行う。 

また、学校を対象とした団体貸出しにおいて、学校の要望を受けて、授業等で必

要な図書館資料を職員が選択し貸出しを行い、学校図書館の運営支援を行う。 

さらに、図書館と学校が連携し、子どもたちの「情報を活用する力」を育てると

ともに、図書館の利用促進を図る取組を実施する。 

⑤民間活力を生かした図書館サービスの充実 

・民間活力を生かし図書館サービスの充実に努める。 

⑥関宿地域の小中学校の図書館機能の充実 

・関宿地域の小中学校の児童生徒等への読書を推進するため、興風図書館と学校教

育部指導課との協働により、関宿地域の小中学校児童生徒等への読書推進業務を

実施する。 

⑦児童センターと連携した読書活動の推進 

・野田市立児童センターの図書コーナーに、興風図書館の司書が専門的知見に基づ

き選書した本を配架し、児童センターと興風図書館が密に連絡を取りながら児童

センターの図書の利用促進を図り、子供たちのニーズに合わせた読書活動を推進 
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する。 

（２）生物多様性自然再生の取組 

①図書館ホームページ内の生物多様性 こうのとりライブラリィの充実 

・図書館ホームページの生物多様性 こうのとりライブラリィにおいて、野田市の

生物多様性の取組について紹介し、また、より深く知っていただくため、図書館

の生物多様性に係る蔵書資料を紹介する。 

②興風図書館内の生物多様性コーナーの充実 

・興風図書館内に生物多様性コーナーを開設し、野田市が行っている生物多様性に

ついての取組について紹介し、あわせて、生物多様性に関する資料を展示、配架

する。 
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◎学校教育課 

 重点目標   

（１）確かな学力の向上 

（２）健やかな体の育成 

（３）安全安心な学校（園）づくり 

（４）業務改善 

（５）生物多様性自然再生の取組 

 具体的施策 

（１）確かな学力の向上 

①サポートティーチャー等の配置事業 

・小中学校に、サポートティーチャーを配置することにより、担任や教科担任を含

めて複数で指導に当たり、個々に応じたきめの細かい指導を行うことで、学力の

向上を図る。 

②小中学校教職員の適正な人事異動と配置 

・組織の活性化、人材の育成、特色ある教育の実現に向け、全体のバランスを考え

ながら、本人の意向も尊重しつつ適材適所の配置を行う。 

（２）健やかな体の育成 

①学校保健教育の指導・支援 

・健康な歯や口腔保健推進のため、野田市歯科医師会の協力を得て、「歯と口の健

康週間」を実施する。また、啓発のための標語や絵画、ポスターの作成・掲示、

市内各校の歯の健康優秀者に対し表彰を行う。 

・歯科検診を前期と後期に実施し、後期は、前期で要観察歯又は歯周疾患要観察者

と診断された児童生徒を対象に後期歯科検診を実施する。 

②生活習慣病検診事業 

   ・小児期における次の生活習慣病対策を実施する。 

（ア）定期健康診断の結果から肥満度を測定し、軽中高度の肥満児童生徒希望者に

「すこやかノート」を使用して保健指導を行う。 

（イ）小４から小６までの希望者で７月下旬にサマースクールを実施する。 

生活習慣病予防対策として、食事指導、栄養指導、保健指導、運動指導、健

康相談を行う。 

（ウ）小４児童で希望者を対象とした、生活習慣病健診を実施する。 

判定結果がⅠ 要医学的管理、Ⅱ 要経過観察、Ⅲ 要生活指導のいずれかであ

った児童で保健指導を行っていない児童には、改めて保健指導の希望の有無

を確認し、希望があれば、保健指導を行う。  
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（エ）市内幼稚園・保育所等に在園児の肥満度調査を行い、市内における経年の

肥満状況を把握し、予防対策等を検討する。 

③薬物乱用防止教育の充実 

・国の第五次薬物乱用防止五か年戦略の中で、全ての中学校で年１回以上薬物乱用

防止教室を開催する。 

・薬物乱用防止のための啓発活動として、薬物乱用防止標語を市内小中学校の児童

生徒が出品することで、薬物について考える機会をつくる。 

④食育の推進 

・学校給食を活用した食育の推進を図る。６月 19日の食育の日及び 11月のちばの

食育月間の 11月 19日を「のだの恵みを味わう給食の日」として、市内統一で野

田市の特産物を利用した献立の日に指定し、地産地消及び食育推進について広く

市民に周知する。 

・全小中学校が「食に関する指導の全体計画・年間計画」を作成し、職員の共通理

解を図る。 

・各小中学校の保健体育の授業において、栄養教諭・学校栄養職員が参加した食に

関する学習や授業を行う。 

・各校の養護教諭と栄養教諭（学校栄養職員）が連携し、身体測定結果から、現在

の給食の給与栄養目標量について検討し、児童生徒の喫食状況を確認しながら前

期のご飯の量を調整する。 

⑤安全安心な給食の提供（食物アレルギー対応及び学校給食施設における衛生管理

の指導） 

・令和４年度に改訂した野田市学校給食食物アレルギー対応マニュアルにより、安

全に関する市内統一の対応を行う。オンラインで説明会を開催し全教職員に周知

するとともに、ホームページに公開し保護者が閲覧できるようにする。 

・衛生管理研究会を市内学校で実施し、衛生管理面の改善を行う。また、納品食材

の細菌検査を実施し、業者の衛生管理状況を確認するとともに、給食調理作業の

注意喚起を行う。 

・令和４年度に改訂した野田市学校給食異物混入防止マニュアルを遵守し、全教職

員及び調理従事者で異物混入防止に努めるとともに、異物混入が確認された場合

の対応と連絡体制を整える。 

⑥給食費滞納の解消（児童手当の活用等） 

・安全安心な給食の提供と給食費を納入することを相互に約束し、給食費徴収の公

平性を保護者に周知する。 

・未納者への督促として、各学校等と連携しながら、督促文書の発送及び臨戸徴収 
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等により未納者の実態把握に努め、納入を依頼している。 

・保護者から児童手当申出書の提出を受け、市で支給する児童手当から、直接、給

食費として徴収する。 

・滞納抑止効果及び未収金の回収を効率的に行うため、高額滞納者の一部の督促を

法律事務所に委託する。 

⑦給食費の保護者負担軽減策（第３子以降の学校給食費無償化事業及び野田産米補

助事業） 

・学校給食費の食材に係る費用は保護者負担を原則としつつも、多子世帯の子育て

に対する経済的負担の軽減を図るため、第３子以降の義務教育期間における学校

給食費について、千葉県が創設した公立学校給食費無償化支援事業を活用し、市

立小中学校の学校給食費を無償化する。 

・地産地消の推進と子供たちの郷土意識の育成や地元の農業振興にもつなげるため、

学校給食に野田産米を使用し、平成 13年度からその購入費の一部を市が補助する

ことで保護者負担を軽減してきたが、野田産米購入費を市が全額負担することで、

更なる保護者負担の軽減と食材の安定的な確保と給食水準の維持向上を図る。 

⑧学校給食施設の老朽化対策 

・経年による老朽化の進行が特に著しい野田市学校給食センター、南部小学校及び

東部小学校の３施設について、順次整備を進める。 

（ア） 野田市学校給食センターは、給食提供が停止することの無いよう、新たな

用地を確保し整備する。令和５年度及び６年度に建替え用地の取得を進める。 

（イ） 東部小学校は、東部中学校を親校、東部小学校を子校とする親子方式を整

備する。令和５年度は東部小学校、東部中学校の改修設計を行う。 

（３）安全安心な学校（園）づくり 

①教職員による不祥事根絶への取組 

・モラールアップ代表者会議の開催 

校長会代表２名、教頭会代表２名、教務主任部会代表１名、生徒指導連絡協議会

代表１名、各校から選出されたモラールアップ委員会の代表者により、各校の不

祥事根絶及びモラールアップ研修についての実践報告を行い、研修が一層充実す

るよう情報交換を行う。また、モラールアップ代表者会議の委員から１名が市の

代表として東葛飾地区モラールアッププロジェクト委員会の会議に参加し、他市

の活動等と比較、検討、情報交換を行う。 

・不祥事根絶研修への積極的な参加 

学校教育課による不祥事の原因分析及び防止対策を基に、映像を含む研修資料を

各校に配付し、管理主事を講師として不祥事根絶研修を実施する。  
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・校長会(臨時校長会を含む)、教頭会での指導 

学校教育部長及び学校教育課長から校長会・教頭会で、不祥事根絶のための注意

喚起を行う。 

②いじめ・虐待防止に向けた教職員の研修等の充実 

・校長会及び教頭会、小中合同研修会において、いじめや虐待案件に対する対応に 

ついての研修の充実を図る。 

③特別支援学級・通級指導教室の充実 

・児童生徒のニーズに合わせた対応が可能となるよう、特別支援学級及び通級指導 

教室を開設する。 

④児童生徒支援員（特別支援学級）の配置事業 

・特別支援学級に就学している児童生徒一人一人の状況に合わせ、きめ細かな指導

を行うため、学級担任の補助を行う児童生徒支援員（特別支援学級）を配置する。

特に、一部の教科の授業を通常学級で受ける際（通常学級との交流）など、担任

だけでは対応できない場面で効果的に活用する。 

⑤児童生徒支援員（通常学級）の配置事業 

・通常学級に在籍している特に配慮の必要な児童生徒への支援を学習・生活面でき 

め細かく行う。また、要配慮児童生徒への対応を学級担任一人で対応すると、授 

業の遅れが生じたり、他の児童生徒への危険が生じたりすることがあり、学級生 

活、授業規律の確保及び他の児童生徒の安全確保の点からも、児童生徒支援員（ 

通常学級）の配置を効果的に活用する。 

⑥要・準要保護及び特別支援学級児童生徒への就学援助等事業 

・経済的な理由により学用品費や給食費等の支払が困難な家庭に援助を実施する。 

⑦野田幼稚園の３年保育の実施、インクルーシブ教育の導入、又は統廃合を含めた

公立幼稚園の在り方の検討 

・学校教育課が所管している幼稚園の事務の一部を子ども保育課に移管し、施設利

用や補助制度の窓口を一本化することで市民の手続等に係る利便性向上を図る。 

（４）業務改善 

①学級事務支援員の配置事業 

・授業時間数の増加や保護者のニーズの多様化により、学校の教員の多忙化は年々

厳しい状況にあり、教員の時間外勤務時間の増加が問題視されている。そのよう

な状況を受け、教員の事務負担の軽減と、教員が子供と向き合う時間を確保する

ため、教員が行う事務を補助する「学級事務支援員」を配置する。 

②労働安全衛生管理体制の充実 

・年２回、労働安全衛生委員会を開催し、労働安全衛生に関する研修や各学校で取 
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り組んでいる労働安全衛生に関する内容について情報交換を行っている。また、

ストレスチェック結果の集団分析について、集団分析の見方や活用方法等の研修

を行う。 

・メンタルヘルスの不調を未然に防ぐ一次予防を目的として県費職員に対するスト

レスチェックを実施する。 

③学校組織の時間管理の取組 

    ・教育委員会は、各学校に出退勤ソフトを配布し、教職員の勤務時間の管理を指導 

する。 

・学校は、時間外勤務の状況を把握し、時間外超過の職員が出ないよう取り組む。

また、時間外超過の職員の状況や指導の内容等を教育委員会に報告させる。 

・11月を多忙化解消月間として、市内学校で時間外勤務の縮減に取り組む。 

・夏季休業中における閉庁日を設定する。 

・部活動ガイドラインに基づいて、部活動を実施する。 

・打刻アプリによる出退勤システムを実施する。 

（５）生物多様性自然再生の取組 

①学校給食における黒酢米（減農薬・減化学肥料）の啓発事業 

 ・保護者対象の試食会を開催する市内全小学校（一部の中学校）の全体説明会にお 

いて、黒酢米・江川米に関するクイズ大会を実施し、参加人数に応じて黒酢米の 

試食品をプレゼントするとともに、参加者全員に玄米黒酢農法のパンフレット及 

びゆめあぐり野田の案内チラシを配付する。 

また、各校の献立表や食育便り等で、学校給食に黒酢米・江川を使用している 

ことについて周知する。 
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◎指導課 

 重点目標 

（１）確かな学力の向上 

（２）豊かな心の育成 

（３）健やかな体の育成  

（４）ICT活用の推進 

（５）いじめ・虐待防止対策の推進  

（６）安全安心な学校づくり 

（７）地域との連携の推進 

 具体的施策 

（１）確かな学力の向上 

①ユニバーサルデザインの視点を持った授業展開 

・授業の中で、ユニバーサルデザインの視点である情報提示、環境整備、学級集団

づくりを基に、個に応じた支援の手立てが学級全体に効果のあるものとして保障

されることを目指し、全ての児童・生徒にとって分かる授業づくりを進める。 

②個に応じた特別支援教育の推進 

・必要に応じて個別の指導計画及び個別の教育支援計画の作成と活用を図る。       

切れ目のない支援体制づくり、多様な学びの場の提供、特別な教育的ニーズに応じた

丁寧な就学相談を行うとともに交流及び共同学習の推進を図る。 

③主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

・「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善に向け、教職員の指導力向上

と授業改善を図るために研究指定校を中心に主体的研究・研修を推進する。 

④家庭学習を含めた学習習慣の定着 

・自ら課題を発見し、その課題を主体的に追求することができる児童・生徒の育成

を目指す。 

⑤幼保こ小及び小・中学校連携の推進 

・幼稚園・保育所・認定こども園・小学校・中学校の連携の具体化を図るとともに、

小・中学校の異校種間交流を通した、より一貫した指導の充実に努める。 

⑥土曜授業の在り方についての検討と土曜日の効果的活用の促進 

・今後の土曜授業の在り方について、土曜授業検討委員会による検討を行う。 

・市内全ての児童・生徒に、ゆとりのある教育活動の中で、きめ細かな指導を伴う

学習機会を提供する。土曜授業を創意工夫することにより、特色ある学校づくり

を目指すとともに、有意義で規則正しい学校生活を通じて、児童・生徒の生活改

善を行う。  
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⑦読書・学習・情報センターとしての学校図書館の積極的活用と興風図書館等との

連携 

・興風図書館、学校図書館支援員及び地域教育コーディネーター等との連携の下に、

学校図書館の環境面における充実化を図る。様々な教科において調べたり、知識

理解を深めたりする場として学校図書館の活用を推進する。 

また、興風図書館等と団体貸出しや図書館を使った調べる学習コンクール等にお

ける利用に基づく連携により、児童・生徒の読書活動の推進を図る。 

⑧野田市英語教育推進プロジェクトの充実 

・小中合同研修事業－学習指導要領に対応した小学校教員・中学校教員向けの研修

を実施し、教員の外国語教育指導力の向上を図る。 

・中学校教員研修事業－学習指導要領に対応した中学校英語科教員向けの研修を実

施し、教員の外国語教育指導力の向上を図る。 

・小学校異国文化体験事業－外部の外国語指導助手（ＡＬＴ）による出身国の文化

の紹介や児童との交流を通して、児童が外国と日本の共通点や違いを認識し、異

文化理解を深る。市内３校で実施。 

⑨学習指導要領の深化 

・小学校で必修となるプログラミング教育の授業に対応するために、活用できる教

材について教職員に周知する。 

・GIGAスクール構想の実現に向けて、教職員に向けて Chromebookの使用方法なら

びに活用方法の研修を進める。 

（２）豊かな心の育成 

①道徳科の授業を要とした道徳教育の推進 

・「特別の教科 道徳」の実施－週１回行われている道徳の授業の中で、「命の尊

さ」「公正、公平、社会正義」「個性の伸長」「国際理解、国際親善」など小

学校 19から 22、中学校 22の内容項目に関わる授業を実施する。 

・道徳教育の推進－学校教育全般において、自分を大切にすることや他人を尊重す

ることを繰り返し指導し、差別や偏見がなく、思いやりをもった児童生徒を育成

する。 

②国や郷土の伝統や文化、生物多様性を学ぶ機会の充実 

・道徳科の内容項目の一つとして、あるいは社会科や生活科、総合的な学習の時間

の伝統行事や郷土芸能に関する学習において、伝統や文化を尊重する態度を養う。 

主に理科や生活科の生物の単元において、生物多様性について学ぶ機会を設ける。 

③学校支援地域本部事業の機能を活かした、郷土の偉人に関する資料の充実  
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・地域教育コーディネーターを活用し、郷土の偉人に関する資料等の情報収集を行

う。 

④豊かな人間関係づくりを核にした学級経営の充実 

・特別活動の年間計画に位置付け、豊かな人間関係づくり実践プログラムの実践を

通して、発達の段階に応じた人間関係づくりに必要な基本的な力を身に付けさせ、

周りの立場になって考察する「思いやり」の心を育むことを推進する。 

・毎日の帰りの会等での話し合い活動を通して、一人一人に自己存在感を感じさせつ

ながりのある人間関係を形成する。 

⑤学校人権教育の推進 

・児童生徒の発達段階に応じて人権尊重の教育を多面的・多角的に行う。 

・いじめや不登校などの解決を図るための相談体制を充実させる。 

・教職員の人権意識を高揚させ、人権教育における指導者を育成する。 

（３）健やかな体の育成 

①体育科授業を核にした体力向上と健康の保持増進 

・校内研修会での指導助言を通して、体力向上につながる授業の改善を図る。小中

学校体育連盟の研修会において、より効果的な指導方法を学び、指導力の向上に

努める。 

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査のデータを基に、野田市の児童生徒の実態

を把握し、野田市教育研究会・体育主任研修会を通して、体力向上及び生活習慣

の育成について、周知を図る。 

②規則正しい生活習慣の確立 

・望ましい生活習慣について、運動、食事、睡眠から考え、基本的な生活習慣が身

に付くように、学校・家庭で「早寝早起き朝ごはん」を推奨する。 

③食育の推進 

・栄養教諭・学校栄養職員による食に関する授業の推進を図る。 

・学校便りや給食便り等の活用を推進し、家庭への啓発を促す。 

・「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」や、「学校給食実施状況調査」「食生

活アンケート」による朝食摂取の分析を行う。 

（４）ICT活用の推進 

①ICTの有効活用に向けた環境整備の推進 

・一人一台端末の整備や通信ネットワークの強化・改善、遠隔学習用周辺機器の配

置、充電保管庫の設置などを実施し、GIGA スクール構想の実現に向けて環境整備

を行う。 

②一人一台端末を有効に活用した授業改善  
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・GIGAスクール構想の実現に向けて、本市が独自で取り組んでいる NICT（ニクティ

）プロジェクトを中心に、教職員の ICT 活用能力育成と児童生徒の活用を進める。 

③ICTの活用による教職員の業務改善 

・校務支援システムの活用や GIGAスクール構想により使用できるようになった機能

を積極的に活用することで、業務改善を図る。 

④ICTを活用した小中連携、学校支援地域本部事業の推進 

・NICT（ニクティ）プロジェクトの一環として、小中学校や東京理科大学等と連携

をして、情報交換や研修、授業支援を行う。 

（５）いじめ・虐待防止対策の推進 

①子ども家庭総合支援課との連携強化 

・学校や保護者、地域等から虐待やいじめ等の情報に対して、指導課と子ども家庭

総合支援課と連携をし、未然防止及び早期発見・早期解決につなげる。 

②児童虐待防止対応マニュアルの見直しと研修の促進 

・子供をあらゆる虐待から守るために、本市の学校における児童虐待への対応力と

関係機関との連携力を強化する。 

③教育委員会アドバイザー、スクールロイヤー、スクールアドバイザーを活用した

法的マインドの醸成 

・教育委員会アドバイザー及びスクールロイヤー、スクールアドバイザーを設置し、

保護者に対する法的マインドでの対応を目的とする。 

（６）安全安心な学校づくり 

①各種マニュアルの見直し 

・学校安全計画、危機管理マニュアル、安全マップの見直しと防災教育の充実及び

児童・生徒を交通事故から守るために、関係機関、団体等が連携した通学時の安

全対策を総合的に推進するなど、交通事故の防止を図り、安全安心な学校づくり

を進める。 

②相談しやすい各種教育相談体制の構築 

・切れ目のない支援体制作り、多様な学びの場の提供－特別支援学級と通常学級や

小・中学校と特別支援学校との交流及び共同学習の推進を図る。スクールカウン

セラーやひばり教育相談、子どもの発達相談室、福祉・医療関係機関等との連携

や協力による望ましい教育的支援を実施する。幼稚園・保育所・認定こども園・

小学校・中学校の連携、小・中学校の異校種間交流を通したより一貫した指導の

充実に努める。 

・特別な教育的ニーズに応じた丁寧な就学相談－子供たちの就学に関し、一人一人

の発達や心身の状態に応じて、もっている力を十分に伸ばすための配慮や支援、 
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適切な教育の場について、丁寧に相談を行う。 

③長欠・不登校児童・生徒への組織的な支援 

・個々の児童生徒の成長や発達を支援する観点を持ち、担任一人が抱え込むことが

ないように、校内では校長のリーダーシップの下、教頭、長欠担当者、教育相談

担当者、学級担任、生徒指導主任、学年主任、養護教諭がチームとして対応して

いく。ケース会議を開き、校内だけでは対応が難しい場合、その対応にひばり教

育相談、訪問相談担当教員等の外部機関や、スクールカウンセラー、スクールソ

ーシャルワーカー等につなぎ、協働体制をとって支援する。 

・ひばり教育相談において、児童・生徒・保護者・教員を対象に教育相談や学校へ

の入口の支援を行い、市内小中学校の長欠・不登校児童生徒へ働きかける。 

ひばり教育相談と小中学校教職員、県スクールカウンセラーが連携し、不登校児

童・生徒が社会的自立に向かうよう支援を行う。小中学校教職員が、研修や市カ

ウンセラーの助言を通して、長欠・不登校児童・生徒に対する適切な支援方法を

身に付け、実践することにより、長欠・不登校の未然防止や解決を図る。教育支

援センターひばりにおいて、学習支援や集団活動を通して不登校児童生徒の自信

の回復を図り、学校復帰や社会的自立に向かうよう支援を行う。 

④ガイドラインに則った効果的な部活動指導 

・運用状況調査をおこない、部活動ガイドラインの活用状況を把握し、児童生徒に

とって喜びを味わわせ、豊かな人間関係を築き上げるとともに、顧問教員が一層

のやりがいを感じ、家庭や地域社会から信頼される指導を展開していけるよう改

善を図る。 

（７）地域との連携の推進 

①学校支援地域本部事業、東京理科大学とのパートナーシップ協定事業の推進 

・学校支援地域本部事業－市内 11中学校区ごとに設置した学校支援地域本部を中心

に、学校のニーズに応じ、学校とボランティアとの連絡調整をする地域教育コー

ディネーターを配置するとともに、中学校区全体で学校教育を支援する体制づく

りを推進する。 

・東京理科大学とのパートナーシップ協定事業－野田市の子供たちの「確かな学力

」の基礎となる興味関心の向上及びそのための教員の資質・能力の向上を図る。 

②キャリア教育の推進 

・児童生徒が働くことの喜びや大切さを学ぶことを通して、望ましい勤労観、職業

観を身に付けさせるとともに、社会の規律やマナーを学ぶ。 

③地域人材・地域資源の活用 

・地域の優れた人材の持つ教育力を積極的に活用し、特色ある教育活動を展開する。 
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また、武道指導を通して、より安全で充実した授業を展開する中で伝統的な活動

や礼儀作法等を身に付けさせ、人間性豊かな生徒の育成を図る。さらに、小学校

外国語活動を通して、児童の英語によるコミュニケーション能力の向上を図ると

ともに、外国の文化や習慣を学ぶ機会を設ける。 

④生物多様性自然再生などの環境教育の推進 

・環境教育の推進－児童生徒が自然と関わり、生き物とのつながりを意識し、生き

物に積極的に関わっていくことができるようになることを目指して、野田市を身

近なものとして紹介する。 

・小中学校理科副教本の活用－自然観察学習等において「しらべてみよう野田の自

然」を積極的に活用し、野田の自然について実感を伴った理解の促進を図る。 

⑤コミュニティ・スクール導入に向けた準備 

    ・「社会に開かれた教育課程の実現」のために、「地域とともにある学校づくり」を

更に推進する。 
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・教職員による不祥事根絶に取り組みます。  

・いじめ・虐待防止に向けた教職員の研修等の充実 

を図ります。 

・特別支援学級・通級指導教室の充実を図ります。 

・児童生徒支援員（特別支援学級、通級学級）の 

 配置事業に取り組みます。 

・要・準要保護及び特別支援学級児童生徒への就学 

援助等事業の充実を図ります。 

・野田幼稚園の３年保育の実施インクルーシブ教育 

の導入、又は統廃合を含めた公立幼稚園の在り方 

を検討します。 

 

 

 

 

・鈴木貫太郎記念館の再建に向けた検討をします。 

・現鈴木貫太郎記念館の所蔵資料を修復します。 

19 家庭教育学級の充実 

16 図書館機能の充実 

 

18 青少年の健全育成活動の推進 

15 文化の発信と振興 

10 生物多様性自然再生の取組 

・サポートティーチャー等を配置します。 

・小中学校教職員の適正な人事異動と配置を行います。 

・ユニバーサルデザインの視点を持った授業を展開します。 

・個に対応した特別支援教育を推進します。 

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

を図ります。 

・家庭学習を含めた学習習慣の定着を目指します。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               
・文化財出前授業を実施します。 

・文化財保存活用地域計画を作成します。 

・文化祭などの事業の実施を推進します。 

・絵画展示事業を実施します。 

・図書館資料及び設備、情報提供機能の充実を

図ります。  

・情報提供機能の充実を図ります。 

・読書普及活動を推進します。  

・学校（図書館）と連携した読書活動を推進

します。 

・民間活力を生かした図書館サービスの充実を

図ります。 

・関宿地域の小中学校の図書館機能の充実を

図ります 

・児童センターと連携した読書活動を推進しま

す。                                         

 

・青少年育成活動の継続実施及び市民への周知を図ります。  

・青少年健全育成団体との連携・支援を行います。 

・青少年健全育成団体間での情報交換の促進を図ります。 

 

・生涯学習相談への対応や学校支援ボランティア養成

講座の開設、高齢者向けスマホの使い方講座の開

催、市民提案による中央公民館事業を実施します。 

・公民館における連続講座や学校での出前講

座を開催します。 

13 史跡や文化財の保存と活用 

20 青少年の非行･被害防止 

・街頭補導を実施します。 

・子ども安全情報のメール配信及び登録者の加入促

進を図ります。 

・情報モラルに関する啓発活動を強化します。 

・民俗芸能のつどいを開催します。 

14 伝統文化の継承 

２ 豊かな心の育成 

地地域域にに学学びび、、地地域域でで育育つつ！！！！  

地域の教育財産を生かす教育環境づくり 

３ 健やかな体の育成 

・体育科授業を核にした体力の向上と健康の

保持増進を図ります。 

・規則正しい生活習慣の確立に努めます。 

・学校保健教育の指導・支援を行います。 

・生活習慣病検診事業を行います。 

・薬物乱用防止教育の充実を図ります。 

・食育を推進します。 

・安全安心な給食を提供します。 

・給食費滞納の解消に努めます。 

・給食費の保護者負担軽減を拡充します。 

・学校給食施設の老朽化対策を図ります。 

連携・協力 

身近なところから取り組みませんか！！ 

・ 家族団らんの時間をつくりましょう 

・ 明るいあいさつができるようにしましょう 

・ 物事の善し悪しをきちんと教えましょう 

・ 家庭学習の時間をつくりましょう 

・ 生活のリズムをつくりましょう 

（早寝 早起き 朝ごはん） 

・道徳科の授業を要とした道徳教育を推進します。 

・国や郷土の伝統や文化、生物多様性を学ぶ機会

の充実を目指します。 

・学校支援地域本部事業の機能を活かした、郷

土の偉人に関する資料の充実を図ります。 

・豊かな人間関係づくりを核にした学級経営の充実

を図ります。 

・学校人権教育の推進を図ります。 

 

１ 確かな学力の向上 

６ 安全安心な学校（園）づくり 

 

 

・学校支援地域本部事業、東京理科大学 

とのパートナーシップ協定事業を推進 

します。 

・キャリア教育を推進します。 

・地域人材・地域資源の活用を図ります。 

・生物多様性自然再生などの環境教育の 

充実を目指します。 

・コミュニティ・スクール導入に向けた 

準備を進めます。 

・関係課と連携した訪問型も含めた家

庭教育支援事業を実施します。 

・子ども未来教室を開設します。 

・オープンサタデークラブの充実を図

ります。 

・地域における健全育成活動を推進し

ます。 

・いじめ・虐待を見過ごさない地域社

会づくりを推進します。 

11 生涯学習の充実 

・公民館及び生涯学習センターにおける環境教育学

習を推進します。 

・図書館ホームページ内の生物多様性 こうのとりライブ

ラリィの充実を図ります。 

・興風図書館内の生物多様性コーナーの充実を図りま

す。 

・学校給食における黒酢米の啓発事業を実施します。 

９ いじめ・虐待防止対策の推進 

（学校） 

・子ども家庭総合支援課との連携を強化します。 

・児童虐待防止対応マニュアルの見直しと研修の促
進に努めます。 

・教育委員会アドバイザー、スクールロイヤー、スクー
ルアドバイザーを活用し法的な視点で子どもたちを
守ります。 

（家庭・地域） 

・公民館長と地域の方 と々の懇談会を開催します。 
・公民館講座等において虐待防止を啓発します。 

17 生涯学習施設・設備の充実 

・野田市社会教育施設等長寿命化計

画に基づく施設の機能維持等を実

施します。 

５ 業務改善 

・学級事務支援員を配置します。 

・労働安全衛生管理体制の充実を図ります。 

・学校組織の時間管理に取り組みます。 

８ 地域との連携の推進（学校・家庭・地域連携協力推進事業を含む） 

４ ICT活用の推進 

・ICTの有効活用に向けた環境整備を推進します。 

・一人一台端末を有効に活用した授業改善に取り組

みます。 

・ICTの活用による教職員の業務改善に取り組みま

す。 

・ICTを活用した小中連携、学校支援地域本部事業の

推進を図ります。 

・幼保こ小及び小・中学校の連携を推進します。 

・土曜授業の在り方について検討し、土曜日の効果

的活用を促進します 

・読書・学習・情報センターとしての学校図書館の積

極的活用と興風図書館等との連携を図ります。 

・野田市英語教育推進プロジェクトを充実させます。 

・学習指導要領の深化を目指します。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

12 鈴木貫太郎記念館の再建への取組 

教育委員会の活性化 

・研修会への参加、教育機関の視察を行います。 

 

学学    校校  家家  庭庭  ・・  地地  域域  

・各種マニュアルの見直しを進めます。 

・相談しやすい各種教育相談体制を構築します。 

・長欠・不登校児童生徒へ組織的に支援します。 

 

 

 

 

 

・学校施設のトイレ改修工事を実施します。 

・学校施設改修工事等を実施します。 

 

７ 学校施設・設備の充実 

令和５年度野田市教育委員会教育施策   『元気で明るい学校・家庭・地域づくりをめざして』        

           ～  のだ教育推進プロジェクト２０ ～   「のだ教育の日」＜１１月４日（土）＞ 
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提案理由 

 令和５年度野田市教育委員会重点施策を定めようとするものである。 
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重点施策新旧対照表 

新（令和５年度）                                                                        旧（令和４年度） 

◎教育総務課 

 重点目標 

（１）教育委員会の活性化 

（２）学校施設・設備の充実 

具体的施策 

（１）教育委員会の活性化 

①教育委員会会議活性化の検討 

・教育委員会会議を活性化するための取組を行う。 

②勉強会の開催、研修会への参加 

・テーマに沿った勉強会を開催し、また各種研修会へ参加することにより、教育委員とし

ての見識を高める。 

③教育機関の視察 

・教育機関の視察を行い、学校現場の様子や課題等を把握することにより、教育委員とし

ての見聞を広める。 

（２）学校施設・設備の充実 

   ①学校施設のトイレ改修工事の実施    

・小中学校のトイレの洋式化については、児童生徒用トイレの洋式化率 100％を目指し、計

画的に行う。【令和６年度までに全小学校、令和８年度までに全中学校終了予定】 

   ②学校施設改修工事等の実施 

・学校からの要望、保守点検の結果等を受け、早急な対応が必要な学校施設・設備の改修

工事を行い、長寿命化を図る。 

・障がいのある児童生徒に対応するため各小中学校と個別に協議を行い、学校生活に支障

がないよう改修を行う。【新規】 

◎教育総務課 

 重点目標 

（１）教育委員会の活性化 

（２）学校施設・設備の充実 

具体的施策 

（１）教育委員会の活性化 

①教育委員会会議活性化の検討 

・教育委員会会議を活性化するための取組を行う。 

②勉強会の開催、研修会への参加 

・テーマに沿った勉強会を開催し、また各種研修会へ参加することにより、教育委員とし

ての見識を高める。 

③教育機関の視察 

・教育機関の視察を行い、学校現場の様子や課題等を把握することにより、教育委員とし

ての見聞を広める。 

（２）学校施設・設備の充実 

   ①学校施設のトイレ改修工事の実施 

・小中学校のトイレの洋式化については、教師用を除く児童生徒用トイレの洋式化率 100％

を目指し、計画的に行う。【令和８年度までに全小中学校終了予定】 

   ②学校施設改修工事等の実施 

・学校からの要望、保守点検の結果等を受け、早急な対応が必要な学校施設・設備の改修

工事を行う。 
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重点施策新旧対照表 

新（令和５年度）                                                                        旧（令和４年度） 

◎生涯学習課 

重点目標 

（１）生涯学習の充実 

（２）鈴木貫太郎記念館の再建への取組 

（３）史跡や文化財の保存と活用 

（４）伝統文化の継承 

（５）文化の発信と振興 

（６）生物多様性自然再生の取組 

（７）家庭教育学級の充実 

（８）学校・家庭・地域連携協力推進事業の取組 

（９）いじめ・虐待防止対策の推進 

（10）生涯学習施設・設備の充実 

具体的施策 

（１）生涯学習の充実 

①生涯学習相談への対応 

・多様化する市民の学習意欲に応えるため、生涯学習課及び各公民館で学習情報やグループ

サークル情報を提供し、市民の学習機会の充実を図るとともに、生涯学習を推進する。 

②学校支援ボランティア養成講座の開設 

・生涯学習振興の一環として、また、学校支援地域本部事業推進のため、地域の人材が持つ

知識や技術を学校・地域に還元してもらえるようボランティア養成講座を開設し、地域活

動への参加を促す。 

③高齢者向けスマホの使い方講座の開催 

・高齢者のスマートフォンを利用した情報の収集及び伝達の手段の拡充を図るため、十分に

使い方がわからない、65 歳以上の市民に対し、スマートフォンの使い方の講座を開催す

る。 

④市民提案による中央公民館事業の実施 

・個人が持つ知識や経験を生かし、その知識等に興味を示す市民への還元のため、公民館で

実施する講座や催しに対しての企画を提案していただき、公民館とともに地域の活性化と

地域で活動する団体の育成を図る。 

（２）鈴木貫太郎記念館の再建への取組 

①鈴木貫太郎記念館の再建に向けた検討 

◎生涯学習課 

重点目標 

（１）生涯学習の充実 

（２）鈴木貫太郎記念館の再建への取組 

（３）史跡や文化財の保存と活用 

（４）伝統文化の継承 

（５）文化の発信と振興 

（６）生物多様性自然再生の取組 

（７）家庭教育学級の充実 

（８）学校・家庭・地域連携協力推進事業の取組 

（９）いじめ・虐待防止対策の推進 

（10）生涯学習施設・設備の充実 

具体的施策 

（１）生涯学習の充実 

①生涯学習相談への対応 

・多様化する市民の学習意欲に応えるため、生涯学習課及び各公民館で学習情報やグループ

サークル情報を提供し、市民の学習機会の充実を図るとともに、生涯学習を推進する。 

②学校支援ボランティア養成講座の開設 

・生涯学習振興の一環として、また、学校支援地域本部事業推進のため、地域の人材が持つ

知識や技術を学校・地域に還元してもらえるようボランティア養成講座を開設し、地域活

動への参加を促す。 

③高齢者向けスマホの使い方講座の開催 

・高齢者のスマートフォンを利用した情報の収集及び伝達の手段の拡充を図るため、十分に

使い方がわからない、65 歳以上の市民に対し、スマートフォンの使い方の講座を開催す

る。 

④市民提案による中央公民館事業の実施 

・個人が持つ知識や経験を生かし、その知識等に興味を示す市民への還元のため、公民館で

実施する講座や催しに対しての企画を提案していただき、公民館とともに地域の活性化と

地域で活動する団体の育成を図る。 

（２）鈴木貫太郎記念館の再建への取組 

①鈴木貫太郎記念館の再建に向けた検討 
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新（令和５年度）                                                                        旧（令和４年度） 

・臨時休館中の鈴木貫太郎記念館の再建について、記念館建設準備委員会を開催し基本構想

を計画するとともに、建設資金の財源確保のため、企業や団体等への働きかけや、様々な

方法を活用し寄附を募るよう取組。 

②現鈴木貫太郎記念館の所蔵資料の修復 

・鈴木貫太郎記念館の資料は、長年の展示などにより経年劣化が見られることから、計画的

に資料修繕を実施する。 

（３）史跡や文化財の保存と活用 

①文化財出前授業の実施 

・小学生を対象に、野田市の歴史について講義と体験を通して学ぶ機会としての出前授業を

実施し、文化財についての正しい理解を深めるとともに、文化財への興味・関心を高める。 

②文化財保存活用地域計画の作成 

・文化財保護法の改正（Ｈ31年４月）に伴い、地域における文化財の計画的な保存・活用の

推進等の指針とするため、「野田市文化財保存活用地域計画」を作成する。 

（４）伝統文化の継承 

①民俗芸能のつどいの開催 

・市内に伝わる民俗芸能の保存、後継者の育成及び公開のため、「野田市民俗芸能のつどい」

を開催する。 

（５）文化の発信と振興 

①文化祭などの事業実施の推進 

・野田市、野田市教育委員会及び野田市文化団体協議会の共催とし、実行委員会を組織して

文化祭を開催することにより、市民の文化・芸術活動を奨励するとともに生涯学習の推進

を図る。 

②絵画展示事業の実施 

・市民が芸術に触れ合い情操を豊かにすることを目的に、野田美術会会員の優れた作品を市

役所エレベータホール及び展望ロビーに展示する。また、市内小中学生のこども県展優秀

作品を「子ども美術展」として中央公民館等に展示する。 

（６）生物多様性自然再生の取組 

①公民館及び生涯学習センターにおける環境教育学習の推進 

・公民館及び生涯学習センターにおいて、児童生徒が自然と関わり、生き物とのつながりを

意識し、生き物に積極的に関わっていくことができるようになることを目指し、江川地区

でのフィールドワークや環境教育講座を実施する。 

（７）家庭教育学級の充実 

①公民館における連続講座の開設 

・保護者が、子供の心身の発達や子供たちを取り巻く様々な問題を理解し、家庭教育の必要

・臨時休館中の鈴木貫太郎記念館の再建について、記念館建設準備委員会を立ち上げるとと

もに、建設資金の財源確保のため、企業や団体等への働きかけや、様々な方法を活用し寄

附を募るよう取組。 

②現鈴木貫太郎記念館の所蔵資料の修復 

・鈴木貫太郎記念館の資料は、長年の展示などにより経年劣化が見られることから、計画的

に資料修繕を実施する。 

（３）史跡や文化財の保存と活用 

①文化財出前授業の実施 

・小学生を対象に、野田市の歴史について講義と体験を通して学ぶ機会としての出前授業を

実施し、文化財についての正しい理解を深めるとともに、文化財への興味・関心を高める。 

②文化財保存活用地域計画の作成 

・文化財保護法の改正（Ｈ31年４月）に伴い、地域における文化財の計画的な保存・活用の

推進等の指針とするため、「野田市文化財保存活用地域計画」を作成する。 

（４）伝統文化の継承 

①民俗芸能のつどいの開催 

・市内に伝わる民俗芸能の保存、後継者の育成及び公開のため、「野田市民俗芸能のつどい」

を開催する。 

（５）文化の発信と振興 

①文化祭などの事業実施の推進 

・野田市、野田市教育委員会及び野田市文化団体協議会の共催とし、実行委員会を組織して

文化祭を開催することにより、市民の文化・芸術活動を奨励するとともに生涯学習の推進

を図る。 

②絵画展示事業の実施 

・市民が芸術に触れ合い情操を豊かにすることを目的に、野田美術会会員の優れた作品を市

役所エレベータホール及び展望ロビーに展示する。また、市内小中学生のこども県展優秀

作品を「子ども美術展」として中央公民館等に展示する。 

（６）生物多様性自然再生の取組 

①公民館及び生涯学習センターにおける環境教育学習の推進 

・公民館及び生涯学習センターにおいて、児童生徒が自然と関わり、生き物とのつながりを

意識し、生き物に積極的に関わっていくことができるようになることを目指し、江川地区

でのフィールドワークや環境教育講座を実施する。 

（７）家庭教育学級の充実 

①公民館における連続講座の開設 

・保護者が、子供の心身の発達や子供たちを取り巻く様々な問題を理解し、家庭教育の必要
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新（令和５年度）                                                                        旧（令和４年度） 

性と親子の関わり方を学ぶ機会として、公民館において連続講座を実施する。 

②学校での出前講座の開催 

・家庭教育学級参加の機会を拡大するため、就学時健康診断や入学説明会などの機会をとら

え、学校会場で講座を実施する。 

（８）学校・家庭・地域連携協力推進事業の取組 

  ①関係課と連携した訪問型も含めた家庭教育支援事業の実施 

  ・県の補助事業「家庭教育支援チーム設置推進事業」を導入し、子育て中の親子の居場所づ

くりを提供する「みんなのすくすくひろば」や、児童と保護者を対象とした事業で親子参

加型講座を開設し、親子のふれあいや絆を深め、他の親子と交流を図る。 

また、家庭教育の充実を目的に、公民館における連続講座及び学校での出前講座として

家庭教育学級を実施するとともに、福祉や学校教育の関係機関と協力しながら、孤立しが

ちな親や困難を抱える親とつながり、家庭教育支援事業の情報を提供していく家庭教育相

談を実施する。 

   ②子ども未来教室の開設 

   ・基礎学力の向上や学習習慣の定着、学習に対する興味関心を高めるため、市内公立中学生

に英語と数学を中心に学習支援を行う。さらに、授業への理解の差が目立ってくる小学校

３年生も対象に国語と算数の学習支援を行う。 

（９）いじめ・虐待防止対策の推進 

①公民館長と地域の方々との懇談会の開催 

・児童虐待事件に係る再発防止策の一つとして、虐待情報を積極的に収集するため、各地区

の公民館長が地域の自治会長等と懇談会を開催する。 

②公民館講座等における虐待防止の啓発 

・子育て中の孤独感を払拭し、子育ての悩みや疑問、不安の解消を図るとともに、家庭教育

の必要性と親子の関わり方を学ぶ機会として、家庭教育学級の公民館における連続講座及

び学校での出前講座を実施するほか、子育て中の親子の居場所づくりを提供する「みんな

のすくすくひろば」を公民館で開設する。 

（10）生涯学習施設・設備の充実 

  ①野田市社会教育施設等長寿命化計画に基づく施設の機能維持等の実施 

・野田市社会教育施設等長寿命化計画に基づき、施設の機能維持等を行うため、文化会館、欅の

ホール及び公民館等を長期間の使用ができるよう、施設や設備の法定点検、定期点検、日

常点検を徹底し、修繕が必要なものについては、迅速に対応する。 

性と親子の関わり方を学ぶ機会として、公民館において連続講座を実施する。 

②学校での出前講座の開催 

・家庭教育学級参加の機会を拡大するため、就学時健康診断や入学説明会などの機会をとら

え、学校会場で講座を実施する。 

（８）学校・家庭・地域連携協力推進事業の取組 

  ①関係課と連携した訪問型も含めた家庭教育支援事業の実施 

  ・県の補助事業「家庭教育支援チーム設置推進事業」を導入し、子育て中の親子の居場所づ

くりを提供する「みんなのすくすくひろば」や、児童と保護者を対象とした事業で親子参

加型講座を開設し、親子のふれあいや絆を深め、他の親子と交流を図る。 

また、家庭教育の充実を目的に、公民館における連続講座及び学校での出前講座として

家庭教育学級を実施するとともに、福祉や学校教育の関係機関と協力しながら、孤立しが

ちな親や困難を抱える親とつながり、家庭教育支援事業の情報を提供していく家庭教育相

談を実施する。 

   ②子ども未来教室の開設 

   ・基礎学力の向上や学習習慣の定着、学習に対する興味関心を高めるため、市内公立中学生

に英語と数学を中心に学習支援を行う。さらに、授業への理解の差が目立ってくる小学校

３年生も対象に国語と算数の学習支援を行う。 

（９）いじめ・虐待防止対策の推進 

①公民館長と地域の方々との懇談会の開催 

・児童虐待事件に係る再発防止策の一つとして、虐待情報を積極的に収集するため、各地区

の公民館長が地域の自治会長等と懇談会を開催する。 

②公民館講座等における虐待防止の啓発 

・子育て中の孤独感を払拭し、子育ての悩みや疑問、不安の解消を図るとともに、家庭教育

の必要性と親子の関わり方を学ぶ機会として、家庭教育学級の公民館における連続講座及

び学校での出前講座を実施するほか、子育て中の親子の居場所づくりを提供する「みんな

のすくすくひろば」を公民館で開設する。 

（10）生涯学習施設・設備の充実 

  ①野田市社会教育施設等長寿命化計画に基づく施設の機能維持等の実施 

・野田市社会教育施設等長寿命化計画に基づき、施設の機能維持等を行うため、文化会館、欅の

ホール及び公民館等を長期間の使用ができるよう、施設や設備の法定点検、定期点検、日

常点検を徹底し、修繕が必要なものについては、迅速に対応する。 
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重点施策新旧対照表 

新（令和５年度）                                                                        旧（令和４年度） 

◎青少年課 

 重点目標 

（１）青少年の健全育成活動の推進 

（２）青少年の非行・被害防止 

（３）地域との連携の推進 

具体的施策 

（１）青少年の健全育成活動の推進 

①青少年育成活動の継続実施及び市民への周知 

・次世代を担う子供たちが健やかに成長するよう、青少年健全育成団体と協力しながら、

各種イベントを実施するとともに、市民への周知を図る。 

②青少年健全育成団体との連携及び支援 

・青少年の健全育成に携わる団体が、その活動をスムーズに展開できるよう補助金を交付

するほか、活動場所の提供、活動支援を行う。 

③青少年健全育成団体間での情報交換の促進 

・中学校区内の育成団体等が情報交換や各団体の事業調整、連携が図られるよう地区別懇

談会を開催する。 

（２）青少年の非行・被害防止 

①街頭補導の実施 

・安全安心な社会環境実現のため、青少年センターの社会教育指導員及び青少年補導員ら

により、子供たちの見守りパトロールを行う。合同街頭補導を始め市内で実施されるイベ

ントや県下一斉に実施する街頭補導において、「愛のひとこえ」を掛けながら、非行防止・

健全育成や不審者対策等に努める。 

②子ども安全情報のメール配信及び登録者の加入促進 

・不審者から子供たちを守るため、学校や保護者からの不審者情報をメール配信して共有

し、家庭・地域・学校が連携して児童生徒を犯罪から守る。 

③情報モラルに関する啓発活動の強化 

・子供たちがインターネットやスマートフォンを安全に正しく使うための講習会を開催し、

フィルタリング等による監視・制限を行うことでネット利用環境を整え、安全に利用する

ための危機管理意識を高める。 

（３）地域との連携の推進 

◎青少年課 

 重点目標 

（１）青少年の健全育成活動の推進 

（２）青少年の非行防止 

（３）地域との連携の推進 

具体的施策 

（１）青少年の健全育成活動の推進 

①青少年育成活動の継続実施及び市民への周知 

・次世代を担う子供たちが健やかに成長するよう、青少年健全育成団体と協力しながら、

各種イベントを実施するとともに、市民への周知を図る。 

②青少年健全育成団体との連携及び支援 

・青少年の健全育成に携わる団体が、その活動をスムーズに展開できるよう補助金を交付

するほか、活動場所の提供、活動支援を行う。 

③青少年健全育成団体間での情報交換の促進 

・中学校区内の育成団体等が情報交換や各団体の事業調整、連携が図られるよう地区別懇

談会を開催する。 

（２）青少年の非行防止 

①街頭補導の実施 

・安全・安心な社会環境実現のため、青少年センターの社会教育指導員及び青少年補導員

らにより、子供たちの見守りパトロールを行う。合同街頭補導を始め市内で実施されるイ

ベントや県下一斉に実施する街頭補導において、「愛のひとこえ」を掛けながら、非行防

止・健全育成や不審者対策等に努める。 

②子ども安全情報のメール配信及び登録者の加入促進 

・不審者から子供たちを守るため、学校や保護者からの不審者情報をメール配信して共有

し、家庭・地域・学校が連携して児童生徒を犯罪から守る。 

③情報モラルに関する啓発活動の強化 

・子供たちがインターネットやスマートフォンを安全に正しく使うための講習会を開催し、

フィルタリング等による監視・制限を行うことでネット利用環境を整え、安全に利用する

ための危機管理意識を高める。 

（３）地域との連携の推進 
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①オープンサタデークラブの充実 

・学校が休業日となる第１、第３土曜日に地域の教育力を活用した課外活動を行うことに

より、子供たちに体験を通じて「豊かな人間性の育成とともに規範意識を育む」場を創出

する。 

②地域における健全育成活動の推進 

・挨拶を地域全体に広め、明るく健全な地域社会になるよう、地区別懇談会やあおい空運

動との協働により、地域住民の絆を深め、地域全体で子供たちの成長を支える。 

③いじめ・虐待を見過ごさない地域社会づくりの推進 

・児童虐待を見過ごさず、地域全体で子供を見守る社会環境を整え、早期発見、早期対処

につなげる。 

①オープンサタデークラブの充実 

・学校が休業日となる第１、第３土曜日に地域の教育力を活用した課外活動を行うことに

より、子供たちに体験を通じて「豊かな人間性の育成とともに規範意識を育む」場を創出

する。 

②地域における健全育成活動の推進 

・挨拶を地域全体に広め明るく健全な地域社会になるよう、地区別懇談会やあおい空運動

との協働により推進する。 

③いじめ・虐待を見過ごさない地域社会づくりの推進 

・児童虐待を見過ごさず、地域全体で子供を見守る社会環境を整える。 
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重点施策新旧対照表 

新（令和５年度）                                                                        旧（令和４年度） 

◎興風図書館 

 重点目標 

（１）図書館機能の充実 

（２）生物多様性自然再生の取組 

 具体的施策 

（１）図書館機能の充実 

①図書館資料及び設備の充実 

・生涯にわたる学習意欲を高めるための礎となるよう、図書館資料及び設備の充実を図る。 

②情報提供機能の充実 

・レファレンスサービスやインターネットを利用したパソコンや携帯電話からの図書館資

料の検索や予約サービスの充実を図る。 

③読書普及活動の推進 

・図書館講座やブックスタート事業等の読書普及活動を実施して図書館利用の促進を図る。 

④学校（図書館）と連携した読書活動の推進 

・学校からの要請に基づいて興風図書館の司書が学校へ出向き、学校職員や学校図書館の

ボランティアへの指導・助言を行うほか、要請の有無に関わらず、指導課と協力して学校

現場の状況を確認し、読書推進の前提となる適切な蔵書管理への助言などの支援を行う。 

また、学校を対象とした団体貸出しにおいて、学校の要望を受けて、授業等で必要な図

書館資料を職員が選択し貸出しを行い、学校図書館の運営支援を行う。 

さらに、図書館と学校が連携し、子どもたちの「情報を活用する力」を育てるとともに、

図書館の利用促進を図る取組を実施する。【新規】 

⑤民間活力を生かした図書館サービスの充実 

・民間活力を生かし図書館サービスの充実に努める。 

⑥関宿地域の小中学校の図書館機能の充実 

・関宿地域の小中学校の児童生徒等への読書を推進するため、興風図書館と学校教育部指

導課との協働により、関宿地域の小中学校児童生徒等への読書推進業務を実施する。 

⑦児童センターと連携した読書活動の推進 

・野田市立児童センターの図書コーナーに、興風図書館の司書が専門的知見に基づき選書

した本を配架し、児童センターと興風図書館が密に連絡を取りながら児童センターの図書

の利用促進を図り、子供たちのニーズに合わせた読書活動を推進する。 

（２）生物多様性自然再生の取組 

①図書館ホームページ内の生物多様性 こうのとりライブラリィの充実 

◎興風図書館 

 重点目標 

（１）図書館機能の充実 

（２）生物多様性自然再生の取組 

 具体的施策 

（１）図書館機能の充実 

①図書館資料及び設備の充実 

・生涯にわたる学習意欲の高まりに対応するため、図書館資料及び設備の充実を図る。 

②情報提供機能の充実 

・レファレンスサービスやインターネットを利用したパソコンや携帯電話からの図書館資

料の検索や予約サービスの充実を図る。 

③読書普及活動の推進 

・図書館講座やブックスタート事業等の読書普及活動を実施して図書館利用の促進を図る。 

④学校（図書館）と連携した読書活動の推進 

・学校からの要請に基づいて興風図書館の司書が学校へ出向き、学校職員や学校図書館の

ボランティアへの指導・助言を行うほか、要請の有無に関わらず、指導課と協力して学校

現場の状況を確認し、読書推進の前提となる適切な蔵書管理への助言などの支援を行う。 

また、学校を対象とした団体貸出しにおいて、学校の要望を受けて、授業等で必要な図

書館資料を職員が選択し貸出しを行い、学校図書館の運営支援を行う。 

 

 

⑤民間活力を生かした図書館サービスの充実 

・民間活力を生かし図書館サービスの充実に努める。 

⑥関宿地域の小中学校の図書館機能の充実 

・関宿地域の小中学校の児童生徒等への読書を推進するため、興風図書館と学校教育部指

導課との協働により、関宿地域の小中学校児童生徒等への読書推進業務を実施する。 

⑦新児童センターと連携した読書活動の推進 

・令和４年度開館の野田市立児童センターの図書コーナーに、興風図書館の司書が専門的

知見に基づき選書した本を配架し、児童センターと興風図書館が密に連絡を取りながら児

童センターの図書の利用促進を図り、子供たちのニーズに合わせた読書活動を推進する。 

（２）生物多様性自然再生の取組 

①図書館ホームページ内の生物多様性 こうのとりライブラリィの充実 
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・図書館ホームページの生物多様性 こうのとりライブラリィにおいて、野田市の生物多

様性の取組について紹介し、また、より深く知っていただくため、図書館の生物多様性に

係る蔵書資料を紹介する。 

②興風図書館内の生物多様性コーナーの充実 

・興風図書館内に生物多様性コーナーを開設し、野田市が行っている生物多様性について

の取組について紹介し、あわせて、生物多様性に関する資料を展示、配架する。 

 

・図書館ホームページの生物多様性 こうのとりライブラリィにおいて、野田市の生物多

様性の取組について紹介し、また、より深く知っていただくため、図書館の生物多様性に

係る蔵書資料を紹介する。 

②興風図書館内の生物多様性コーナーの充実 

・興風図書館内に生物多様性コーナーを開設し、野田市が行っている生物多様性について

の取組について紹介し、あわせて、生物多様性に関する資料を展示、配架する。 
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重点施策新旧対照表 

新（令和５年度）                                                                        旧（令和４年度） 

◎学校教育課 

 重点目標   

（１）確かな学力の向上 

（２）健やかな体の育成 

（３）安全安心な学校（園）づくり 

（４）業務改善 

（５）生物多様性自然再生の取組 

 具体的施策 

（１）確かな学力の向上 

①サポートティーチャー等の配置事業 

・小中学校に、サポートティーチャーを配置することにより、担任や教科担任を含めて複

数で指導に当たり、個々に応じたきめの細かい指導を行うことで、学力の向上を図る。 

②小中学校教職員の適正な人事異動と配置 

・組織の活性化、人材の育成、特色ある教育の実現に向け、全体のバランスを考えながら、

本人の意向も尊重しつつ適材適所の配置を行う。 

（２）健やかな体の育成 

①学校保健教育の指導・支援 

・健康な歯や口腔保健推進のため、野田市歯科医師会の協力を得て、「歯と口の健康週間」

を実施する。また、啓発のための標語や絵画、ポスターの作成・掲示、市内各校の歯の健

康優秀者に対し表彰を行う。 

・歯科検診を前期と後期に実施し、後期は、前期で要観察歯又は歯周疾患要観察者と診断

された児童生徒を対象に後期歯科検診を実施する。 

②生活習慣病検診事業 

   ・小児期における次の生活習慣病対策を実施する。 

（ア）定期健康診断の結果から肥満度を測定し、軽中高度の肥満児童生徒希望者に「すこ

やかノート」を使用して保健指導を行う。 

（イ）小４から小６までの希望者で７月下旬にサマースクールを実施する。 

生活習慣病予防対策として、食事指導、栄養指導、保健指導、運動指導、健康相談

を行う。 

（ウ）小４児童で希望者を対象とした、生活習慣病健診を実施する。 

判定結果がⅠ 要医学的管理、Ⅱ 要経過観察、Ⅲ 要生活指導のいずれかであった児

童で保健指導を行っていない児童には、改めて保健指導の希望の有無を確認し、希

◎学校教育課 

 重点目標   

（１）確かな学力の向上 

（２）健やかな体の育成 

（３）安全安心な学校（園）づくり 

（４）業務改善 

（５）生物多様性自然再生の取組 

 具体的施策 

（１）確かな学力の向上 

①サポートティーチャー等の配置事業 

・小中学校に、サポートティーチャーを配置することにより、担任や教科担任を含めて複

数で指導に当たり、個々に応じたきめの細かい指導を行うことで、学力の向上を図る。 

②小中学校教職員の適正な人事異動と配置 

・組織の活性化、人材の育成、特色ある教育の実現に向け、全体のバランスを考えながら、

本人の意向も尊重しつつ適材適所の配置を行う。 

（２）健やかな体の育成 

①学校保健教育の指導・支援 

・健康な歯や口腔保健推進のため、野田市歯科医師会の協力を得て、「歯と口の健康週間」

を実施する。また、啓発のための標語や絵画、ポスターの作成・掲示、市内各校の歯の健

康優秀者に対し表彰を行う。 

・歯科検診を前期と後期に実施し、後期は、前期で要観察歯又は歯周疾患要観察者と診断

された児童生徒を対象に後期歯科検診を実施する。 

②生活習慣病検診事業 

   ・小児期における次の生活習慣病対策を実施する。 

（ア）定期健康診断の結果から肥満度を測定し、軽中高度の肥満児童生徒希望者に「すこ

やかノート」を使用して保健指導を行う。 

（イ）小４から小６までの希望者で７月下旬にサマースクールを実施する。 

生活習慣病予防対策として、食事指導、栄養指導、保健指導、運動指導、健康相談

を行う。 

（ウ）小４と小６の要所見児童で希望者を対象とした、生活習慣病健診を実施する。 

判定結果がⅠ 要医学的管理、Ⅱ 要経過観察、Ⅲ 要生活指導のいずれかであった児

童で保健指導を行っていない児童には、改めて保健指導の希望の有無を確認し、希
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望があれば、保健指導を行う。 

（エ）市内幼稚園・保育所等に在園児の肥満度調査を行い、市内における経年の肥満状況

を把握し、予防対策等を検討する。 

③薬物乱用防止教育の充実 

・国の第五次薬物乱用防止五か年戦略の中で、全ての中学校で年１回以上薬物乱用防止教

室を開催する。 

・薬物乱用防止のための啓発活動として、薬物乱用防止標語を市内小中学校の児童生徒が

出品することで、薬物について考える機会をつくる。 

④食育の推進 

・学校給食を活用した食育の推進を図る。６月 19 日の食育の日及び 11 月のちばの食育月

間の 11月 19日を「のだの恵みを味わう給食の日」として、市内統一で野田市の特産物を

利用した献立の日に指定し、地産地消及び食育推進について広く市民に周知する。 

・全小中学校が「食に関する指導の全体計画・年間計画」を作成し、職員の共通理解を図

る。 

・各小中学校の保健体育の授業において、栄養教諭・学校栄養職員が参加した食に関する

学習や授業を行う。 

・各校の養護教諭と栄養教諭（学校栄養職員）が連携し、身体測定結果から、現在の給食

の給与栄養目標量について検討し、児童生徒の喫食状況を確認しながら前期のご飯の量を

調整する。 

⑤安全安心な給食の提供（食物アレルギー対応及び学校給食施設における衛生管理の指導） 

・令和４年度に改訂した野田市学校給食食物アレルギー対応マニュアルにより、安全に関

する市内統一の対応を行う。オンラインで説明会を開催し全教職員に周知するとともに、

ホームページに公開し保護者が閲覧できるようにする。 

・衛生管理研究会を市内学校で実施し、衛生管理面の改善を行う。また、納品食材の細菌

検査を実施し、業者の衛生管理状況を確認するとともに、給食調理作業の注意喚起を行う。 

・令和４年度に改訂した野田市学校給食異物混入防止マニュアルを遵守し、全教職員及び

調理従事者で異物混入防止に努めるとともに、異物混入が確認された場合の対応と連絡

体制を整える。【新規】 

⑥給食費滞納の解消（児童手当の活用等） 

・安全安心な給食の提供と給食費を納入することを相互に約束し、給食費徴収の公平性を

保護者に周知する。 

・未納者への督促として、各学校等と連携しながら、督促文書の発送及び臨戸徴収等によ

り未納者の実態把握に努め、納入を依頼している。 

・保護者から児童手当申出書の提出を受け、市で支給する児童手当から、直接、給食費と

望があれば、保健指導を行う。 

（エ）市内幼稚園・保育所等に在園児の肥満度調査を行い、市内における経年の肥満状況

を把握し、予防対策等を検討する。 

③薬物乱用防止教育の充実 

・国の第五次薬物乱用防止五か年戦略の中で、全ての中学校で年１回以上薬物乱用防止教

室を開催する。 

・薬物乱用防止のための啓発活動として、薬物乱用防止標語を市内小学校の児童生徒が出

品することで、薬物について考える機会をつくる。 

④食育の推進 

・学校給食を活用した食育の推進を図る。６月 19 日の食育の日及び 11 月のちばの食育月

間の 11月 19日を「のだの恵みを味わう給食の日」として、市内統一で野田市の特産物を

利用した献立の日に指定し、地産地消及び食育推進について広く市民に周知する。 

・全小中学校が「食に関する指導の全体計画・年間計画」を作成し、職員の共通理解を図

る。 

・各小中学校の保健体育の授業において、栄養教諭・学校栄養職員が参加した食に関する

学習や授業を行う。 

・各校の養護教諭と栄養教諭（学校栄養職員）が連携し、身体測定結果から、現在の給食

の給与栄養目標量について検討し、児童生徒の喫食状況を確認しながら前期のご飯の量を

調整する。 

⑤安全安心な給食の提供（食物アレルギー対応及び学校給食施設における衛生管理の指導） 

・令和４年度に改訂した野田市学校給食食物アレルギー対応マニュアルにより、安全に関

する市内統一の対応を行う。オンラインで説明会を開催し全教職員に周知するとともに、

ホームページに公開し保護者が閲覧できるようにする。 

・衛生管理研究会を市内学校で実施し、衛生管理面の改善を行う。また、納品食材の細菌

検査を実施し、業者の衛生管理状況を確認するとともに、給食調理作業の注意喚起を行う。 

 

 

 

⑥給食費滞納の解消（児童手当の活用等） 

・安全安心な給食の提供と給食費を納入することを相互に約束し、給食費徴収の公平性を

保護者に周知する。 

・未納者への督促として、各学校等と連携しながら、督促文書の発送及び臨戸徴収等によ

り未納者の実態把握に努め、納入を依頼している。 

・保護者から児童手当申出書の提出を受け、市で支給する児童手当から、直接、給食費と
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して徴収する。 

・滞納抑止効果及び未収金の回収を効率的に行うため、高額滞納者の一部の督促を法律事

務所に委託する。 

⑦給食費の保護者負担軽減策（第３子以降の学校給食費無償化事業及び野田産米補助事業）

【新規】 

・学校給食費の食材に係る費用は保護者負担を原則としつつも、多子世帯の子育てに対す

る経済的負担の軽減を図るため、第３子以降の義務教育期間における学校給食費につい

て、千葉県が創設した公立学校給食費無償化支援事業を活用し、市立小中学校の学校給食

費を無償化する。【新規】 

・地産地消の推進と子供たちの郷土意識の育成や地元の農業振興にもつなげるため、学校

給食に野田産米を使用し、平成 13年度からその購入費の一部を市が補助することで保護

者負担を軽減してきたが、野田産米購入費を市が全額負担することで、更なる保護者負担

の軽減と食材の安定的な確保と給食水準の維持向上を図る。【新規】 

⑧学校給食施設の老朽化対策【新規】 

・経年による老朽化の進行が特に著しい野田市学校給食センター、南部小学校及び東部小

学校の３施設について、順次整備を進める。【新規】 

（ア）野田市学校給食センターは、給食提供が停止することの無いよう、新たな用地を確

保し整備する。令和５年度及び６年度に建替え用地の取得を進める。【新規】 

（イ）東部小学校は、東部中学校を親校、東部小学校を子校とする親子方式を整備する。

令和５年度は東部小学校、東部中学校の改修設計を行う。【新規】 

（３）安全安心な学校（園）づくり 

①教職員による不祥事根絶への取組 

【削除】 

 

 

 

・モラールアップ代表者会議の開催 

校長会代表２名、教頭会代表２名、教務主任部会代表１名、生徒指導連絡協議会代表１

名、各校から選出されたモラールアップ委員会の代表者により、各校の不祥事根絶及び

モラールアップ研修についての実践報告を行い、研修が一層充実するよう情報交換を行

う。また、モラールアップ代表者会議の委員から１名が市の代表として東葛飾地区モラ

ールアッププロジェクト委員会の会議に参加し、他市の活動等と比較、検討、情報交換

を行う。 

・不祥事根絶研修への積極的な参加 

して徴収する。 

・滞納抑止効果及び未収金の回収を効率的に行うため、高額滞納者の一部の督促を法律事

務所に委託する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）安全安心な学校（園）づくり 

①教職員による不祥事根絶への取組 

・野田市立小中学校不祥事根絶委員会について 

校長会代表２名、教頭会代表２名、教務主任部会代表１名、生徒指導連絡協議会代表１

名、事務局として市教委から２名の計８名で組織し、野田市としての基本方針と重要課

題の確認を行う。情報交換を主とし、モラールアップ代表者会議との連携を図る。 

・モラールアップ代表者会議の開催 

各校から選出されたモラールアップ委員会の代表者により、各校の不祥事根絶及びモ

ラールアップ研修についての実践報告を行い、研修が一層充実するよう情報交換を行

う。また、モラールアップ代表者会議の委員から１名が市の代表として東葛飾地区モ

ラールアッププロジェクト委員会の会議に参加し、他市の活動等と比較、検討、情報

交換を行う。 

 

・不祥事根絶研修への積極的な参加 
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学校教育課による不祥事の原因分析及び防止対策を基に、映像を含む研修資料を各校に

配付し、管理主事を講師として不祥事根絶研修を実施する。 

・校長会(臨時校長会を含む)、教頭会での指導 

学校教育部長及び学校教育課長から校長会・教頭会で、不祥事根絶のための注意喚起を

行う。 

②いじめ・虐待防止に向けた教職員の研修等の充実 

・校長会及び教頭会、小中合同研修会において、いじめや虐待案件に対する対応について

の研修の充実を図る。 

③特別支援学級・通級指導教室の充実 

・児童生徒のニーズに合わせた対応が可能となるよう、特別支援学級及び通級指導教室を

開設する。 

④児童生徒支援員（特別支援学級）の配置事業 

・特別支援学級に就学している児童生徒一人一人の状況に合わせ、きめ細かな指導を行う

ため、学級担任の補助を行う児童生徒支援員（特別支援学級）を配置する。特に、一部の

教科の授業を通常学級で受ける際（通常学級との交流）など、担任だけでは対応できない

場面で効果的に活用する。 

⑤児童生徒支援員（通常学級）の配置事業 

・通常学級に在籍している特に配慮の必要な児童生徒への支援を学習・生活面できめ細か

く行う。また、要配慮児童生徒への対応を学級担任一人で対応すると、授業の遅れが生

じたり、他の児童生徒への危険が生じたりすることがあり、学級生活、授業規律の確保

及び他の児童生徒の安全確保の点からも、児童生徒支援員（通常学級）の配置を効果的

に活用する。 

⑥要・準要保護及び特別支援学級児童生徒への就学援助等事業 

・経済的な理由により学用品費や給食費等の支払が困難な家庭に援助を実施する。 

⑦野田幼稚園の３年保育の実施、インクルーシブ教育の導入、又は統廃合を含めた公立幼

稚園の在り方の検討 

【削除】 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課による不祥事の原因分析及び防止対策を基に、映像を含む研修資料を各校に

配付し、管理主事を講師として不祥事根絶研修を実施する。 

・校長会(臨時校長会を含む)、教頭会での指導 

学校教育部長及び学校教育課長から校長会・教頭会で、不祥事根絶のための注意喚起を

行う。 

②いじめ・虐待防止に向けた教職員の研修等の充実 

・校長会及び教頭会、小中合同研修会において、いじめや虐待案件に対する対応について

の研修の充実を図る。 

③特別支援学級・通級指導教室の充実 

・児童生徒のニーズに合わせた対応が可能となるよう、特別支援学級及び通級指導教室を

開設する。 

④児童生徒支援員（特別支援学級）の配置事業 

・特別支援学級に就学している児童生徒一人一人の状況に合わせ、きめ細かな指導を行う

ため、学級担任の補助を行う児童生徒支援員（特別支援学級）を配置する。特に、一部の

教科の授業を通常学級で受ける際（通常学級との交流）など、担任だけでは対応できない

場面で効果的に活用する。 

⑤児童生徒支援員（通常学級）の配置事業 

・通常学級に在籍している特に配慮の必要な児童生徒への支援を学習・生活面できめ細か

く行う。また、要配慮児童生徒への対応を学級担任一人で対応すると、授業の遅れが生

じたり、他の児童生徒への危険が生じたりすることがあり、学級生活、授業規律の確保

及び他の児童生徒の安全確保の点からも、児童生徒支援員（通常学級）の配置を効果的

に活用する。 

⑥要・準要保護及び特別支援学級児童生徒への就学援助等事業 

・経済的な理由により学用品費や給食費等の支払が困難な家庭に援助を実施する。 

⑦３年保育への拡充やインクルーシブ教育の導入、又は統廃合を含めた公立幼稚園の在り

方の検討 

・関宿南部及び中部幼稚園両園の令和４年度の４歳児クラスの入園希望者が合計で８人と

なったことから、関宿南部幼稚園を令和５年度に休園し、関宿中部幼稚園を存続させる

形で統合する。 

また、野田幼稚園の園児の状況として、発達上の支援を要すると思われる園児が、令和

４年度の４歳児、５歳児ともに約半分を占める予定となることを把握したことから、私立

幼稚園を含めたインクルーシブ教育の導入に当たり、庁内関係機関で整理すべき課題等を

検討した。野田幼稚園の３年保育の実施については、これまでもプレ幼稚園「こばとプレ

ルーム」に通っている子供たちの中に支援が必要な子が見受けられ、一定数の家庭から要
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・学校教育課が所管している幼稚園の事務の一部を子ども保育課に移管し、施設利用や補

助制度の窓口を一本化することで市民の手続等に係る利便性向上を図る。【新規】 

（４）業務改善 

①学級事務支援員の配置事業 

・授業時間数の増加や保護者のニーズの多様化により、学校の教員の多忙化は年々厳しい

状況にあり、教員の時間外勤務時間の増加が問題視されている。そのような状況を受け、

教員の事務負担の軽減と、教員が子供と向き合う時間を確保するため、教員が行う事務

を補助する「学級事務支援員」を配置する。 

②労働安全衛生管理体制の充実 

・年２回、労働安全衛生委員会を開催し、労働安全衛生に関する研修や各学校で取り組ん

でいる労働安全衛生に関する内容について情報交換を行っている。また、ストレスチェ

ック結果の集団分析について、集団分析の見方や活用方法等の研修を行う。 

・メンタルヘルスの不調を未然に防ぐ一次予防を目的として県費職員に対するストレスチ

ェックを実施する。 

③学校組織の時間管理の取組 

・教育委員会は、各学校に出退勤ソフトを配布し、教職員の勤務時間の管理を指導する。 

・学校は、時間外勤務の状況を把握し、時間外超過の職員が出ないよう取り組む。また、

時間外超過の職員の状況や指導の内容等を教育委員会に報告させる。 

・11月を多忙化解消月間として、市内学校で時間外勤務の縮減に取り組む。 

・夏季休業中における閉庁日を設定する。 

・部活動ガイドラインに基づいて、部活動を実施する。 

・打刻アプリによる出退勤システムを実施する。 

（５）生物多様性自然再生の取組 

①学校給食における黒酢米（減農薬・減化学肥料）の啓発事業 

 ・保護者対象の試食会を開催する市内全小学校（一部の中学校）の全体説明会において、

黒酢米・江川米に関するクイズ大会を実施し、参加人数に応じて黒酢米の試食品をプレゼ

ントするとともに、参加者全員に玄米黒酢農法のパンフレット及びゆめあぐり野田の案内

チラシを配付する。 

また、各校の献立表や食育便り等で、学校給食に黒酢米・江川を使用していることにつ

いて周知する。 

望を受けていたことから、令和４年 10月から実施する。 

 

 

 

（４）業務改善 

①学級事務支援員の配置事業 

・授業時間数の増加や保護者のニーズの多様化により、学校の教員の多忙化は年々厳しい

状況にあり、教員の時間外勤務時間の増加が問題視されている。そのような状況を受け、

教員の事務負担の軽減と、教員が子供と向き合う時間を確保するため、教員が行う事務

を補助する「学級事務支援員」を配置する。 

②労働安全衛生管理体制の充実 

・年２回、労働安全衛生委員会を開催し、労働安全衛生に関する研修や各学校で取り組ん

でいる労働安全衛生に関する内容について情報交換を行っている。また、ストレスチェ

ック結果の集団分析について、集団分析の見方や活用方法等の研修を行う。 

・メンタルヘルスの不調を未然に防ぐ一次予防を目的として県費職員に対するストレスチ

ェックを実施する。 

③学校組織の時間管理の取組 

・教育委員会は、各学校に出退勤ソフトを配布し、教職員の勤務時間の管理を指導する。 

・学校は、時間外勤務の状況を把握し、時間外超過の職員が出ないよう取り組む。また、

時間外超過の職員の状況や指導の内容等を教育委員会に報告させる。 

・11月を多忙化解消月間として、市内学校で時間外勤務の縮減に取り組む。 

・夏季休業中における閉庁日を設定する。 

・部活動ガイドラインに基づいて、部活動を実施する。 

・ＩＣカードによる出退勤システムを実施する。 

（５）生物多様性自然再生の取組 

①学校給食における黒酢米（減農薬・減化学肥料）の啓発事業 

 ・保護者対象の試食会を開催する市内全小学校（一部の中学校）の全体説明会において、

黒酢米・江川米に関するクイズ大会を実施し、参加人数に応じて黒酢米の試食品をプレゼ

ントするとともに、参加者全員に玄米黒酢農法のパンフレット及びゆめあぐり野田の案内

チラシを配付する。 

また、各校の献立表や食育便り等で、学校給食に黒酢米・江川を使用していることにつ

いて周知する。 
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◎指導課 

 重点目標 

（１）確かな学力の向上 

（２）豊かな心の育成 

（３）健やかな体の育成  

（４）ICT活用の推進 

（５）いじめ・虐待防止対策の推進  

（６）安全安心な学校づくり 

（７）地域との連携の推進 

 具体的施策 

（１）確かな学力の向上 

①ユニバーサルデザインの視点を持った授業展開 

・授業の中で、ユニバーサルデザインの視点である情報提示、環境整備、学級集団づくり

を基に、個に応じた支援の手立てが学級全体に効果のあるものとして保障されることを目

指し、全ての児童・生徒にとって分かる授業づくりを進める。 

②個に応じた特別支援教育の推進 

・必要に応じて個別の指導計画及び個別の教育支援計画の作成と活用を図る。切れ目のない支

援体制づくり、多様な学びの場の提供、特別な教育的ニーズに応じた丁寧な就学相談を行う

とともに交流及び共同学習の推進を図る。 

③主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

・「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善に向け、教職員の指導力向上と授業改

善を図るために研究指定校を中心に主体的研究・研修を推進する。 

④家庭学習を含めた学習習慣の定着 

・自ら課題を発見し、その課題を主体的に追求することができる児童・生徒の育成を目指

す。 

⑤幼保こ小及び小・中学校連携の推進 

・幼稚園・保育所・認定こども園・小学校・中学校の連携の具体化を図るとともに、小・中学

校の異校種間交流を通した、より一貫した指導の充実に努める。 

⑥土曜授業の在り方についての検討と土曜日の効果的活用の促進 

・今後の土曜授業の在り方について、土曜授業検討委員会による検討を行う。【新規】 

・市内全ての児童・生徒に、ゆとりのある教育活動の中で、きめ細かな指導を伴う学習機

会を提供する。土曜授業を創意工夫することにより、特色ある学校づくりを目指すととも

◎指導課 

 重点目標 

（１）確かな学力の向上 

（２）豊かな心の育成 

（３）健やかな体の育成  

（４）ICT活用の推進 

（５）いじめ・虐待防止対策の推進  

（６）安全安心な学校づくり 

（７）地域との連携の推進 

 具体的施策 

（１）確かな学力の向上 

①ユニバーサルデザインの視点を持った授業展開 

・授業の中で、ユニバーサルデザインの視点である情報提示、環境整備、学級集団づくり

を基に、個に応じた支援の手立てが学級全体に効果のあるものとして保障されることを目

指し、全ての児童・生徒にとって分かる授業づくりを進める。 

②個に応じた特別支援教育の推進 

・必要に応じて個別の指導計画及び個別の教育支援計画の作成と活用を図る。切れ目のない支

援体制づくり、多様な学びの場の提供、特別な教育的ニーズに応じた丁寧な就学相談を行う

とともに交流及び共同学習の推進を図る。 

③主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

・「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善に向け、教職員の指導力向上と授業改

善を図るために研究指定校を中心に主体的研究・研修を推進する。 

④家庭学習を含めた学習習慣の定着 

・自ら課題を発見し、その課題を主体的に追求することができる児童・生徒の育成を目指

す。 

⑤幼保こ小及び小・中学校連携の推進 

・幼稚園・保育所・認定こども園・小学校・中学校の連携の具体化を図るとともに、小・中学

校の異校種間交流を通した、より一貫した指導の充実に努める。 

⑥土曜授業の検証と土曜日の効果的活用の促進 

 

・市内全ての児童・生徒に、ゆとりのある教育活動の中で、きめ細かな指導を伴う学習機

会を提供する。土曜授業を創意工夫することにより、特色ある学校づくりを目指すととも
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に、有意義で規則正しい学校生活を通じて、児童・生徒の生活改善を行う。 

⑦読書・学習・情報センターとしての学校図書館の積極的活用と興風図書館等との連携 

・興風図書館、学校図書館支援員及び地域教育コーディネーター等との連携の下に、学校

図書館の環境面における充実化を図る。様々な教科において調べたり、知識理解を深めた

りする場として学校図書館の活用を推進する。 

また、興風図書館等と団体貸出しや図書館を使った調べる学習コンクール等における利

用に基づく連携により、児童・生徒の読書活動の推進を図る。 

⑧野田市英語教育推進プロジェクトの充実 

・小中合同研修事業－学習指導要領に対応した小学校教員・中学校教員向けの研修を実施

し、教員の外国語教育指導力の向上を図る。 

・中学校教員研修事業－学習指導要領に対応した中学校英語科教員向けの研修を実施し、

教員の外国語教育指導力の向上を図る。 

・小学校異国文化体験事業－外部の外国語指導助手（ＡＬＴ）による出身国の文化の紹介

や児童との交流を通して、児童が外国と日本の共通点や違いを認識し、異文化理解を深る。

市内３校で実施。 

⑨学習指導要領の深化 

【削除】 

 

 

・小学校で必修となるプログラミング教育の授業に対応するために、活用できる教材につ

いて教職員に周知する。 

・GIGAスクール構想の実現に向けて、教職員に向けて Chromebookの使用方法ならびに活用

方法の研修を進める。 

（２）豊かな心の育成 

①道徳科の授業を要とした道徳教育の推進 

・「特別の教科 道徳」の実施－週１回行われている道徳の授業の中で、「命の尊さ」「公

正、公平、社会正義」「個性の伸長」「国際理解、国際親善」など小学校 19 から 22、中

学校 22の内容項目に関わる授業を実施する。 

・道徳教育の推進－学校教育全般において、自分を大切にすることや他人を尊重すること

を繰り返し指導し、差別や偏見がなく、思いやりをもった児童生徒を育成する。 

②国や郷土の伝統や文化、生物多様性を学ぶ機会の充実 

・道徳科の内容項目の一つとして、あるいは社会科や生活科、総合的な学習の時間の伝統

行事や郷土芸能に関する学習において、伝統や文化を尊重する態度を養う。 

主に理科や生活科の生物の単元において、生物多様性について学ぶ機会を設ける。 

に、有意義で規則正しい学校生活を通じて、児童・生徒の生活改善を行う。 

⑦読書・学習・情報センターとしての学校図書館の積極的活用と興風図書館等との連携 

・学校図書館司書及び地域教育コーディネーター等との連携の下に、学校図書館の環境面

における充実化を図る。国語科における並行読書の推進を基本として、学び方を学習する

場として学校図書館の活用を推進する。 

また、興風図書館と団体貸出しの利用に基づく連携により、児童・生徒の読書活動の推

進を図る。 

⑧野田市英語教育推進プロジェクトの充実 

・小中合同研修事業－学習指導要領に対応した小学校教員・中学校教員向けの研修を実施

し、教員の外国語教育指導力の向上を図る。 

・中学校教員研修事業－学習指導要領に対応した中学校英語科教員向けの研修を実施し z、

教員の外国語教育指導力の向上を図る。 

・小学校異国文化体験事業－外部の外国語指導助手（ＡＬＴ）による出身国の文化の紹介

や児童との交流を通して、児童が外国と日本の共通点や違いを認識し、異文化理解を深る。

市内３校で実施。 

⑨学習指導要領の深化 

・小学校３、４年生での外国語活動、５、６年生での外国語科、中学校英語科の授業に対

応するために、新学習指導要領に対応した授業の進め方についての研修会を実施し、日々

の授業で活用する。 

・小学校で必修となるプログラミング教育の授業に対応するために、活用できる教材につ

いて教職員に周知する。 

・GIGAスクール構想の実現に向けて、教職員に向けて Chromebookの使用方法ならびに活用

方法の研修を進める。 

（２）豊かな心の育成 

①道徳科の授業を要とした道徳教育の推進 

・「特別の教科 道徳」の実施－週１回行われている道徳の授業の中で、「命の尊さ」「公

正、公平、社会正義」「個性の伸長」「国際理解、国際親善」など小学校 19から 22、中

学校 22の内容項目に関わる授業を実施する。 

・道徳教育の推進－学校教育全般において、自分を大切にすることや他人を尊重すること

を繰り返し指導し、差別や偏見がなく、思いやりをもった児童生徒を育成する。 

②国や郷土の伝統や文化、生物多様性を学ぶ機会の充実 

・道徳科の内容項目の一つとして、あるいは社会科や生活科、総合的な学習の時間の伝統

行事や郷土芸能に関する学習において、伝統や文化を尊重する態度を養う。 

主に理科や生活科の生物の単元において、生物多様性について学ぶ機会を設ける。 
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③学校支援地域本部事業の機能を活かした、郷土の偉人に関する資料の充実 

・地域教育コーディネーターを活用し、郷土の偉人に関する資料等の情報収集を行う。 

④豊かな人間関係づくりを核にした学級経営の充実 

・特別活動の年間計画に位置付け、豊かな人間関係づくり実践プログラムの実践を通して、

発達の段階に応じた人間関係づくりに必要な基本的な力を身に付けさせ、周りの立場にな

って考察する「思いやり」の心を育むことを推進する。 

・毎日の帰りの会等での話し合い活動を通して、一人一人に自己存在感を感じさせつなが

りのある人間関係を形成する。 

⑤学校人権教育の推進 

・児童生徒の発達段階に応じて人権尊重の教育を多面的・多角的に行う。 

・いじめや不登校などの解決を図るための相談体制を充実させる。 

・教職員の人権意識を高揚させ、人権教育における指導者を育成する。 

（３）健やかな体の育成 

①体育科授業を核にした体力向上と健康の保持増進 

・校内研修会での指導助言を通して、体力向上につながる授業の改善を図る。小中学校体

育連盟の研修会において、より効果的な指導方法を学び、指導力の向上に努める。 

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査のデータを基に、野田市の児童生徒の実態を把握

し、野田市教育研究会・体育主任研修会を通して、体力向上及び生活習慣の育成について、

周知を図る。 

②規則正しい生活習慣の確立 

・望ましい生活習慣について、運動、食事、睡眠から考え、基本的な生活習慣が身に付く

ように、学校・家庭で「早寝早起き朝ごはん」を推奨する。 

③食育の推進 

・栄養教諭・学校栄養職員による食に関する授業の推進を図る。 

・学校便りや給食便り等の活用を推進し、家庭への啓発を促す。 

・「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」や、「学校給食実施状況調査」「食生活アンケー

ト」による朝食摂取の分析を行う。 

（４）ICT活用の推進 

①ICTの有効活用に向けた環境整備の推進 

・一人一台端末の整備や通信ネットワークの強化・改善、遠隔学習用周辺機器の配置、充

電保管庫の設置などを実施し、GIGAスクール構想の実現に向けて環境整備を行う。 

②一人一台端末を有効に活用した授業改善 

・GIGAスクール構想の実現に向けて、本市が独自で取り組んでいる NICT（ニクティ）プロ

ジェクトを中心に、教職員の ICT活用能力育成と児童生徒の活用を進める。 

③ICT の活用による教職員の業務改善 

③学校支援地域本部事業の機能を活かした、郷土の偉人に関する資料の充実 

・地域教育コーディネーターを活用し、郷土の偉人に関する資料等の情報収集を行う。 

④豊かな人間関係づくりを核にした学級経営の充実 

・特別活動の年間計画に位置付け、豊かな人間関係づくり実践プログラムの実践を通して、

発達の段階に応じた人間関係づくりに必要な基本的な力を身に付けさせ、周りの立場にな

って考察する「思いやり」の心を育むことを推進する。 

・毎日の帰りの会等での話し合い活動を通して、一人一人に自己存在感を感じさせつなが

りのある人間関係を形成する。 

⑤学校人権教育の推進 

・児童生徒の発達段階に応じて人権尊重の教育を行う。 

・いじめや不登校などの解決を図るための相談体制を充実させる。 

・教職員の人権意識を高揚させ、人権教育における指導者を育成する。 

（３）健やかな体の育成 

①体育科授業を核にした体力向上と健康の保持増進 

・校内研修会での指導助言を通して、体力向上につながる授業の改善を図る。小中学校体

育連盟の研修会において、より効果的な指導方法を学び、指導力の向上に努める。 

・全国体力・運動能力、運動習慣等調査のデータを基に、野田市の児童生徒の実態を把握

し、野田市教育研究会・体育主任研修会を通して、体力向上及び生活習慣の育成について、

周知を図る。 

②規則正しい生活習慣の確立 

・望ましい生活習慣について、運動、食事、睡眠から考え、基本的な生活習慣が身に付く

ように、学校・家庭で「早寝早起き朝ごはん」を推奨する。 

③食育の推進 

・栄養教諭・学校栄養職員による食に関する授業の推進を図る。 

・学校便りや給食便り等の活用を推進し、家庭への啓発を促す。 

・「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」や、「学校給食実施状況調査」「食生活アンケー

ト」による朝食摂取の分析を行う。 

（４）ICT活用の推進 

①ICTの有効活用に向けた環境整備の推進 

・一人一台端末の整備や通信ネットワークの強化・改善、遠隔学習用周辺機器の配付、充

電保管庫の設置などを実施し、GIGAスクール構想の実現に向けて環境整備を行う。 

②一人一台端末を有効に活用した授業改善 

・GIGAスクール構想の実現に向けて、本市が独自で取り組んでいる NICT（ニクティ）プロ

ジェクトを中心に、教職員の ICT活用能力育成と児童生徒の活用を進める。 

③ICT の活用による教職員の業務改善 
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・校務支援システムの活用や GIGAスクール構想により使用できるようになった機能を積極

的に活用することで、業務改善を図る。 

④ICTを活用した小中連携、学校支援地域本部事業の推進 

・NICT（ニクティ）プロジェクトの一環として、小中学校や東京理科大学等と連携をして、

情報交換や研修、授業支援を行う。 

（５）いじめ・虐待防止対策の推進 

①子ども家庭総合支援課との連携強化 

・学校や保護者、地域等から虐待やいじめ等の情報に対して、指導課と子ども家庭総合支

援課と連携をし、未然防止及び早期発見・早期解決につなげる。 

②児童虐待防止対応マニュアルの見直しと研修の促進 

・子供をあらゆる虐待から守るために、本市の学校における児童虐待への対応力と関係機

関との連携力を強化する。 

③教育委員会アドバイザー、スクールロイヤー、スクールアドバイザーを活用した法的マ

インドの醸成 

・教育委員会アドバイザー及びスクールロイヤー、スクールアドバイザーを設置し、保護

者に対する法的マインドでの対応を目的とする。 

（６）安全安心な学校づくり 

①各種マニュアルの見直し 

・学校安全計画、危機管理マニュアル、安全マップの見直しと防災教育の充実及び児童・

生徒を交通事故から守るために、関係機関、団体等が連携した通学時の安全対策を総合的

に推進するなど、交通事故の防止を図り、安全安心な学校づくりを進める。 

②相談しやすい各種教育相談体制の構築 

・切れ目のない支援体制作り、多様な学びの場の提供－特別支援学級と通常学級や小・中

学校と特別支援学校との交流及び共同学習の推進を図る。スクールカウンセラーやひばり

教育相談、子どもの発達相談室、福祉・医療関係機関等との連携や協力による望ましい教

育的支援を実施する。幼稚園・保育所・認定こども園・小学校・中学校の連携、小・中学

校の異校種間交流を通したより一貫した指導の充実に努める。 

・特別な教育的ニーズに応じた丁寧な就学相談－子供たちの就学に関し、一人一人の発達

や心身の状態に応じて、もっている力を十分に伸ばすための配慮や支援、適切な教育の場

について、丁寧に相談を行う。 

③長欠・不登校児童・生徒への組織的な支援 

・個々の児童生徒の成長や発達を支援する観点を持ち、担任一人が抱え込むことがないよ

うに、校内では校長のリーダーシップの下、教頭、長欠担当者、教育相談担当者、学級担

任、生徒指導主任、学年主任、養護教諭がチームとして対応していく。ケース会議を開き、

・校務支援システムの活用や GIGAスクール構想により使用できるようになった機能を積極

的に活用することで、業務改善を図る。 

④ICTを活用した小中連携、学校支援地域本部事業の推進 

・NICT（ニクティ）プロジェクトの一環として、小中学校や東京理科大学等と連携をして、

情報交換や研修、授業支援を行う。 

（５）いじめ・虐待防止対策の推進 

①子ども家庭総合支援課との連携強化 

・学校や保護者、地域等から虐待やいじめ等の情報に対して、指導課と子ども家庭総合支

援課と連携をし、未然防止及び早期発見・早期解決につなげる。 

②児童虐待防止対応マニュアルの見直しと研修の促進 

・子供をあらゆる虐待から守るために、本市の学校における児童虐待への対応力と関係機

関との連携力を強化する。 

③教育委員会アドバイザー、スクールロイヤー、スクールアドバイザーを活用した法的マ

インドの醸成 

・教育委員会アドバイザー及びスクールロイヤー、スクールアドバイザーを設置し、保護

者に対する法的マインドでの対応を目的とする。 

（６）安全安心な学校づくり 
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・学校安全計画、危機管理マニュアル、安全マップの見直しと防災教育の充実及び児童・

生徒を交通事故から守るために、関係機関、団体等が連携した通学時の安全対策を総合的

に推進するなど、交通事故の防止を図り、安全安心な学校づくりを進める。 

②相談しやすい各種教育相談体制の構築 

・切れ目のない支援体制作り、多様な学びの場の提供－特別支援学級と通常学級や小・中

学校と特別支援学校との交流及び共同学習の推進を図る。スクールカウンセラーやひばり

教育相談、子どもの発達相談室、福祉・医療関係機関等との連携や協力による望ましい教

育的支援を実施する。幼稚園・保育所・認定こども園・小学校・中学校の連携、小・中学

校の異校種間交流を通したより一貫した指導の充実に努める。 

・特別な教育的ニーズに応じた丁寧な就学相談－子供たちの就学に関し、一人一人の発達

や心身の状態に応じて、もっている力を十分に伸ばすための配慮や支援、適切な教育の場

について、丁寧に相談を行う。 

③長欠・不登校児童・生徒への組織的な支援 

・個々の児童生徒の成長や発達を支援する観点を持ち、担任一人が抱え込むことがないよ

うに、校内では校長のリーダーシップの下、教頭、長欠担当者、教育相談担当者、学級担

任、生徒指導主任、学年主任、養護教諭がチームとして対応していく。ケース会議を開き、
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校内だけでは対応が難しい場合、その対応にひばり教育相談、訪問相談担当教員等の外部

機関や、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等につなぎ、協働体制をと

って支援する。 

・ひばり教育相談において、児童・生徒・保護者・教員を対象に教育相談や学校への入口

の支援を行い、市内小中学校の長欠・不登校児童生徒へ働きかける。 

ひばり教育相談と小中学校教職員、県スクールカウンセラーが連携し、不登校児童・生

徒が社会的自立に向かうよう支援を行う。小中学校教職員が、研修や市カウンセラーの助

言を通して、長欠・不登校児童・生徒に対する適切な支援方法を身に付け、実践すること

により、長欠・不登校の未然防止や解決を図る。教育支援センターひばりにおいて、学習

支援や集団活動を通して不登校児童生徒の自信の回復を図り、学校復帰や社会的自立に向

かうよう支援を行う。 

④ガイドラインに則った効果的な部活動指導 

・運用状況調査をおこない、部活動ガイドラインの活用状況を把握し、児童生徒にとって

喜びを味わわせ、豊かな人間関係を築き上げるとともに、顧問教員が一層のやりがいを感

じ、家庭や地域社会から信頼される指導を展開していけるよう改善を図る。 

（７）地域との連携の推進 

①学校支援地域本部事業、東京理科大学とのパートナーシップ協定事業の推進 

・学校支援地域本部事業－市内 11中学校区ごとに設置した学校支援地域本部を中心に、学

校のニーズに応じ、学校とボランティアとの連絡調整をする地域教育コーディネーターを

配置するとともに、中学校区全体で学校教育を支援する体制づくりを推進する。 

・東京理科大学とのパートナーシップ協定事業－野田市の子供たちの「確かな学力」の基

礎となる興味関心の向上及びそのための教員の資質・能力の向上を図る。 

②キャリア教育の推進 

・児童生徒が働くことの喜びや大切さを学ぶことを通して、望ましい勤労観、職業観を身

に付けさせるとともに、社会の規律やマナーを学ぶ。 

③地域人材・地域資源の活用 

・地域の優れた人材の持つ教育力を積極的に活用し、特色ある教育活動を展開する。また、

武道指導を通して、より安全で充実した授業を展開する中で伝統的な活動や礼儀作法等を

身に付けさせ、人間性豊かな生徒の育成を図る。さらに、小学校外国語活動を通して、児

童の英語によるコミュニケーション能力の向上を図るとともに、外国の文化や習慣を学ぶ

機会を設ける。 

④生物多様性自然再生などの環境教育の推進 

・環境教育の推進－児童生徒が自然と関わり、生き物とのつながりを意識し、生き物に積

極的に関わっていくことができるようになることを目指して、野田市を身近なものとして
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紹介する。 

・小中学校理科副教本の活用－自然観察学習等において「しらべてみよう野田の自然」を

積極的に活用し、野田の自然について実感を伴った理解の促進を図る。 

⑤コミュニティ・スクール導入に向けた準備 

・「社会に開かれた教育課程の実現」のために、「地域とともにある学校づくり」を更に推進

する。 

紹介する。 

・小中学校理科副教本の活用－自然観察学習等において「しらべてみよう野田の自然」を

積極的に活用し、野田の自然について実感を伴った理解の促進を図る。 

⑤コミュニティ・スクール導入に向けた準備 

・「社会に開かれた教育課程の実現」のために、「地域とともにある学校づくり」を更に推進
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